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海
外
在
住
の
日
本
人
4
人
が

7
月
10
日
、
在
外
投
票
制
度
が

実
質
的
に
選
挙
権
を
保
障
し
て

い
な
い
の
は
憲
法
違
反
と
し

て
、
国
を
相
手
取
る
訴
訟
を
東

京
地
裁
に
起
こ
し
た
。
原
告
は

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
在
住
で
、

昨
年
の
衆
院
選
で
は
郵
便
投
票

を
利
用
し
た
も
の
の
、
投
票
用

紙
が
選
挙
管
理
委
員
会
に
期
限

ま
で
届
か
ず
無
効
と
な
る
な

ど
、
一
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　

在
外
投
票
は
在
外
公
館
で
の

投
票
と
郵
便
投
票
の
2
方
式
が

あ
る
が
、
郵
便
投
票
で
は
投
票

用
紙
の
請
求
か
ら
返
送
ま
で
時

間
を
要
し
、
国
際
郵
便
事
情
に

よ
っ
て
は
期
限
に
間
に
合
わ
な

い
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ
。
ま
た
、

公
館
投
票
も
領
事
館
ま
で
数
百

キ
ロ
以
上
移
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
域
も
多
く
、
多
額
の

交
通
費
や
宿
泊
費
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
る
。

　

訴
訟
で
は
、
国
が
長
年
に
わ

た
り
制
度
改
善
の
立
法
措
置
を

講
じ
な
か
っ
た「
立
法
不
作
為
」

に
対
す
る
損
害
賠
償
と
、
海
外

在
住
者
が
特
別
な
負
担
な
く
投

票
で
き
る
制
度
を
整
備
し
て
い

な
い
現
状
が
違
憲
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
求
め
て
い
る
。

　

約
30
年
前
の
在
外
投
票
制
度

創
設
に
も
携
わ
り
、
現
在
は
海

外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ

共
同
代
表
と
し
て
在
外
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
実
現
を
訴

え
る
竹
永
浩
之
さ
ん
は
、「
目

指
す
の
は
『
投
票
し
た
い
人

が
投
票
で
き
る
在
外
投
票
制

度
』
で
す
。
今
年
の
衆
院
選
は

在
外
邦
人
に
と
っ
て
過
去
最
悪

の
投
票
環
境
だ
っ
た
。
こ
の

ま
ま
終
わ
ら
せ
ず
、
二
度
と

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
も
、
司
法
と
立
法
の

両
面
か
ら
制
度
改
革
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
今

回
の
訴
訟
へ
の
有
権
者
側
の
支

援
も
必
要
。
弁
護
団
で
は
寄
付

も
集
め
て
い
る
の
で
ぜ
ひ
協
力

を
」
と
話
し
て
い
る
。　

国
会

で
は
在
外
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
導
入
に
向
け
た
検
討
も
始
ま

っ
て
お
り
、
今
回
の
訴
訟
が
海

外
約
１
３
０
万
人
の
有
権
者
の

選
挙
権
保
障
を
見
直
す
契
機
と

な
る
か
注
目
さ
れ
る
。
支
援
サ

イ
ト
の
リ
ン
ク
は
以
下
の
通

り
。https://www.call4.jp/

info.php?type=items&id=
I0000179

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

４
か
国
の
邦
人
が
国
を
提
訴

在
外
投
票
制
度
見
直
し
求
め

1票が届かない

世
界
の

頂
点
へ

　

世
界
最
大
の
サ
ッ
カ
ー
大

会
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
２
６
（
Ｗ
杯
）
は
19
日

午
後
３
時
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ー
ス
ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
会
場
で
決
勝
を
迎
え

る
。
普
段
は
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
試
合
な

ど
が
行
わ
れ
る
メ
ッ
ト
ラ
イ

フ
・
ス
タ
ジ
ア
ム
が
、
世
界
一

を
決
め
る
舞
台
と
な
る
。
今
回

は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

上
位
４
チ
ー
ム
が
、
そ
の
ま

ま
ベ
ス
ト
４
に
進
ん
だ
。
こ

れ
は
ラ
ン
ク
制
度
を
始
め
た

１
９
９
２
年
以
降
で
初
め
て

で
、
４
か
国
と
も
優
勝
経
験
が

あ
る
。
14
日
の
準
決
勝
で
は
ス

ペ
イ
ン
（
ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
）

が
フ
ラ
ン
ス
（
同
１
位
）
に
２

ー
０
で
勝
利
、
15
日
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
（
同
４
位
）
対
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
（
同
２
位
）
戦
の
勝
者

と
19
日
に
世
界
の
頂
点
を
争

う
。
今
大
会
は
米
国
、カ
ナ
ダ
、

メ
キ
シ
コ
共
催
で
過
去
最
多
の

48
か
国
が
参
加
。
６
月
11
日
に

開
幕
し
、
39
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
域

で
は
、
決
勝
を
含
む
最
多
の
８

試
合
を
開
催
。
決
勝
は
世
界
中

の
視
線
が
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
・
ス

タ
ジ
ア
ム
に
注
が
れ
る
。ま
た
、

同
じ
都
市
圏
に
再
び
巡
っ
て
く

る
保
証
は
な
く
、
地
元
住
民
に

と
っ
て
は
一
生
に
一
度
あ
る
か

ど
う
か
の
歴
史
的
な
一
日
と
な

る
。
大
会
組
織
委
員
会
は
、
両

州
へ
の
来
訪
者
を
１
２
０
万
人

以
上
、
経
済
効
果
を
約
33
億
ド

ル
と
予
測
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々

が
暮
ら
す
こ
の
地
域
で
は
、
出

身
国
や
ゆ
か
り
の
あ
る
国
を
応

援
し
よ
う
と
、
街
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
広
場
で
は
１
か
月
以
上
に

わ
た
り
熱
気
あ
る
試
合
観
戦
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
い
よ
い
よ

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ア
ト
ラ
ス
像
も
天
球
儀
を
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
に
担
ぎ
直
し
て
Ｗ
杯
ム
ー
ド
を
持
ち
上
げ
る
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

FIFA W杯 2026

https://toddaccounting.com/
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.call4.jp/info.php?type=items&id=I0000179


2026年（令和 8年）7月 18日（土） ［総　合］　　（2）

（
23
）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

７
月が

つ
に
な
る
と
、
日に

ほ
ん本

で
は
か
き
氷

ご
お
りを

販は
ん
ば
い売

す
る

お
店み

せ
の
目め

じ
る
し印

と
し
て
、
大お

お

き
く
「
氷

こ
お
り」

と
書か

か
れ

た
旗は

た
が
店み

せ
さ
き先

に
飾か

ざ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
旗は

た
を
見み

る
と
、

日に
ほ
ん
じ
ん

本
人
は
「
夏な

つ
が
来き

た
」

と
感か

ん
じ
ま
す
。

　

か
き
氷

ご
お
り

の
歴れ

き
し史

は

１
０
０
０
年

ね
ん
い
じ
ょ
う
ま
え

以
上
前
の

平へ
い
あ
ん
じ
だ
い

安
時
代
か
ら
。当と

う
じ時

は
、

宮き
ゅ
う
て
い

廷
で
暮く

ら
す
貴き

ぞ
く族

だ

け
が
味あ

じ
わ
え
る
特と

く
べ
つ別

な
食た

べ
物も

の
で
し
た
。
日に

ほ
ん本

の
か

き
氷

ご
お
りは

、
ア
メ
リ
カ
で
見み

か
け
る
フ
ロ
ー
ズ
ン
ド
リ

ン
ク
と
は
異こ

と
な
り
ま
す
。

雪ゆ
きの

よ
う
に
細こ

ま
か
く
削け

ず
っ

た
氷

こ
お
りを

、
飲の
ま
ず
に
ス
プ

ー
ン
で
食た

べ
る
の
が
マ

日に
ほ
ん本
の
夏な
つ
と
１
０
０
０
年ね
ん
の
歴れ
き
し史

を
も
つ
か
き
氷
ご
お
り

縁え
ん

の
下し
た

の
力ち
か
ら
も持
ち

・目印（めじるし）：sign ・氷（こおり）：ice
・雪（ゆき）：snow ・旗（はた）：banner
・平安時代（へいあんじだい）：the Heian period
・宮廷（きゅうてい）：imperial court
・練乳　( れんにゅう )　:sweetened condensed milk
・縁の下（えんのした）：the space under the fl oor
・非公開（ひこうかい）：private  
・四天王寺（してんのうじ）：Shitennoji Temple in Osaka is 
   one of Japan’s oldest Buddhist temples　

ナ
ー
。
抹ま

っ
ち
ゃ茶

や
い
ち
ご
、

練れ
ん
に
ゅ
う

乳
を
か
け
た
か
き
氷

こ
お
り

も
人に

ん
き気

が
あ
り
ま
す
。

　

暑あ
つ

い
日ひ
に
「
氷

こ
お
り」

の
旗は

た

を
見み
つ
け
、
ふ
ん
わ
り
と

し
た
新し

ん
せ
つ雪

の
よ
う
な
か
き

氷ご
お
りを

味あ
じ

わ
う
こ
と
は
、

日に
ほ
ん本

な
ら
で
は
の
夏な

つ
の
楽た

の

し
み
の
一ひ

と
つ
で
す
。

（
長
久
保
美
奈
、マ
ナ
ー
講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

目め
だ立

た
な
い
と
こ
ろ

で
、
他た

に
ん人

の
た
め
に
苦く

ろ
う労

や
努ど

り
ょ
く力

を
す
る
人ひ

と
の
こ
と
。

語ご
げ
ん源

は
大お

お
さ
か阪

の
四し

て
ん
の
う
じ

天
王
寺

で
か
つ
て
非ひ

こ
う
か
い

公
開
で
舞ま

わ

れ
た
「
縁え

ん
の
下し

た
の
舞ま

い
」
で

あ
り
、
現げ

ん
だ
い代

の
「
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の

よ
う
に
、
社し

ゃ
か
い会

を
陰か

げ
で
支さ

さ

え
る
働

は
た
らき

を
す
る
人ひ

と
び
と々

を

指さ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
言こ

と
ば葉

に
は
、
見み

か
え返

り

を
求も

と
め
ず
に
力

ち
か
らを

尽つ

く
す

人ひ
と

に
対た

い
す
る
敬け

い
い意

と
感

か
ん
し
ゃ謝

が
込こ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

使し
よ
う
じ

用
時
の
注ち

ゅ
う
い意

は
、「
陰か

げ
の

苦く
ろ
う
に
ん

労
人
」
と
い
う
意い

み味
が

あ
る
た
め
、
目め

う
え上

の
人ひ

と
に

直ち
ょ
く
せ
つ
つ
か

接
使
う
と
失し

つ
れ
い礼

で
す
。

先せ
ん
ぱ
い

輩
や
先せ

ん
せ
い生

を
ほ
め
る
と

き
は
「
陰か

げ
な
が
ら
支さ

さ
え
て

く
だ
さ
り
…
」
と
言い

い
換か

え
る
の
が
一

い
っ
ぱ
ん
て
き

般
的
で
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
語
学
セ
ン
タ
ー
は
、

８
月
４
日
か
ら
初
級
ク
ラ
ス
、

６
日
か
ら
中
級
、
中
上
級
／
上

級
ク
ラ
ス
の
「
英
会
話
教
室
」

を
開
講
す
る
。
日
本
人
学
習
者

向
け
に
構
成
さ
れ
た
毎
回
好
評

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
出
身
の
ベ
テ
ラ
ン
講
師
・

グ
レ
ッ
グ
先
生
が
、
対
面
形
式

な
ら
で
は
の
実
践
的
で
ユ
ニ
ー

ク
な
授
業
を
担
当
。
多
彩
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
、
自
然
で

す
ぐ
に
使
え
る
英
会
話
力
の
向

上
を
目
指
す
。

　

日
程
は
、
初
級
が
８
月
４
日

〜
９
月
１
日
午
前
10
時
か
ら
11

時
45
分
ま
で
。
中
級
が
６
日
〜

９
月
３
日
正
午
か
ら
午
後
１
時

45
分
ま
で
。
中
上
級
／
上
級
が

６
日
〜
９
月
３
日
午
後
６
時
15

分
か
ら
８
時
ま
で
。
会
場
は
Ｊ

Ｓ
館
内
語
学
セ
ン
タ
ー
（
東

47
丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
。

費
用
は
（
５
回
）
Ｊ
Ｓ
会
員

１
５
５
ド
ル
、
一
般
１
８
０

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japansociety.org/language-
center/esl/

を
参
照
す
る
。

日本人対象の英会話教室
８月から初・中上級クラス
ジャパン・ソサエティー語学センター

 　
北
米
最
大
の
日
本
映
画
祭
、

第
19
回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ

ツ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ

Ｓ
）
で
13
日
夕
、
２
０
２
５
年

公
開
の
映
画
『
遠
い
山
な
み
の

光
（A Pale View of Hills

）』

の
上
映
会
が
行
わ
れ
た
。
同
映

画
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
カ
ズ

オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
の
デ
ビ
ュ
ー

小
説
の
映
画
化
で
、
１
９
８
０

年
代
の
イ
ギ
リ
ス
と
戦
後
間
も

な
い
１
９
５
０
年
代
の
長
崎
を

舞
台
に
、
母
娘
の
記
憶
の
交
錯

を
描
い
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ミ
ス
テ

リ
ー
。
石
川
慶
監
督
が
映
画
化

し
、
広
瀬
す
ず
さ
ん
が
主
演
を

務
め
た
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ミ
ア
上
映
。

　

上
映
前
に
「
カ
ッ
ト
・
ア
バ

ウ
ブ
賞
」
に
選
ば
れ
た
広
瀬
さ

ん
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、
サ
ー

モ
ン
ピ
ン
ク
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス

を
纏
っ
た
広
瀬
さ
ん
が
登
壇
す

る
と
、
美
し
く
輝
く
姿
に
場
内

は
た
め
息
と
拍
手
が
湧
き
起
こ

っ
た
。 「
今
回
は
こ
ん
な
素
敵

な
賞
を
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
昨
日
、上
映
さ
れ
た『
海

街
ダ
イ
ア
リ
ー
』
以
来
、
色
々

な
方
か
ら
映
画
の
世
界
に
導
か

れ
、
日
本
映
画
が
大
好
き
で
日

本
人
の
感
性
や
生
き
方
を
特
に

大
切
に
演
じ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
が
『
遠
い
山
な
み
の
光
』

で
す
。
長
崎
で
生
き
抜
い
た
女

性
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
上
映
さ

れ
皆
様
に
届
く
こ
と
を
本
当
に

心
か
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。
上
映
後
は
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
ビ
ン
ガ
ム
ト
ン
校
で
映
画

研
究
に
つ
い
て
教
鞭
を
執
る
ジ

ョ
エ
ル
・
ネ
ヴ
ィ
ル
・
ア
ン
ダ

ー
ソ
ン
氏
に
よ
る
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。
石
川
監
督
か
ら
の

出
演
オ
フ
ァ
ー
は
「
今
大
き
な

題
材
に
立
ち
向
か
っ
て
い
て
、

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
」
と
い
う
手
紙

だ
っ
た
こ
と
や
共
演
の
二
階
堂

ふ
み
さ
ん
の
フ
ァ
ン
だ
っ
た
こ

と
、
同
じ
人
物
を
演
じ
た
吉
田

羊
さ
ん
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
っ
た
。

　
　
（
菊
楽
め
ぐ
み
、
写
真
も
）

カ
ッ
ト
・
ア
バ
ウ
ブ
賞

広
瀬
す
ず
さ
ん
に

https://www.japansociety.org
https://japansociety.org/language-center/47
https://japansociety.org/language-center/47
https://japansociety.org/language-center/47
https://japansociety.org/language-center/esl/


（3）　　 ［総　合］ 2026年（令和 8年）7月 18日（土）

依
田
寿
久
60
年
の
画
業

第
2
章　

創
作
の
原
点
「
都
市
の
自
然
」 　

１
９
６
７
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
活
動
す
る
画
家
・
依
田
寿
久
の
約
60
年

に
わ
た
る
創
作
活
動
を
振
り
返
る
展
覧
会

「Continuum, 1967‒Today

」
の
第
2
章

「Selected W
orks, 2000‒Today

」
が
、
7

月
9
日
か
ら
8
月
7
日
ま
で
新
規
移
転
し
た
ナ

ウ
ヒ
ア
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
リ
ス
ペ
ナ
ー
ド
通
り

40
番
地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

本
展
は
、
依
田
の
芸
術
の
変
遷
を
2
部
構
成

で
紹
介
す
る
企
画
。
第
1
章
で
は
１
９
９
０
年

頃
ま
で
の
幾
何
学
的
抽
象
絵
画
を
中
心
に
展
示

し
た
の
に
対
し
、
第
2
章
で
は
２
０
０
０
年
代

以
降
の
代
表
作
を
取
り
上
げ
る
。
平
面
作
品
か

ら
立
体
的
な
レ
リ
ー
フ
へ
と
表
現
が
広
が
り
、

植
物
や
拾
い
集
め
た
素
材
を
取
り
入
れ
た
独
自

の
造
形
世
界
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

制
作
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
０
０
年

代
初
頭
に
家
族
で
訪
れ
た
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

で
の
出
来
事
だ
っ
た
。
妻
・
順
子
が
見
つ
け
た

野
生
植
物
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
茎
を
切
り
開
い
た

際
、
三
角
形
の
断
面
に
自
身
の
作
品
と
の
共
通

性
を
見
い
だ
し
た
こ
と
が
、
新
た
な
創
作
の
出

発
点
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
「
三
角
形
」
は
、

そ
の
後
20
年
以
上
に
わ
た
り
制
作
を
貫
く
重
要

な
モ
チ
ー
フ
と
な
り
、
依
田
が
「
都
市
の
自
然
」

と
呼
ぶ
、
季
節
や
植
物
、
時
間
の
移
ろ
い
へ
の

鋭
い
観
察
眼
を
象
徴
し
て
い
る
。
依
田
の
執
拗

に
描
き
続
け
る
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ロ
ー
ク
の
原

点
は
、
武
蔵
野
美
術
大
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る

山
口
長
男
教
授
か
ら
の
教
え
に
あ
る
と
画
廊
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
の
戸
塚
憲
太
郎
氏
は
解
説
す
る
。

　

１
９
８
０
年
に
藤
枝
晃
雄
構
成
に
よ
る
「Atr 

Today '80

」
展
が
東
京
の
西
武
美
術
館
で
開

催
さ
れ
、
辰
野
登
恵
子
、
根
岸
芳
郎
、
依
田
寿

久
の
３
人
が
選
ば
れ
て
展
示
さ
れ
、
そ
こ
に
山

口
教
授
が
見
に
来
て
く
れ
て
依
田
に
「
君
の
絵

は
動
き
が
あ
っ
て
い
い
」
と
言
っ
た
言
葉
が
そ

の
後
の
依
田
の
作
品
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

に
な
る
。
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
の
膨
大
な
三
角
形
は

見
つ
め
て
い
る
う
ち
に
不
連
動
に
振
動
す
る
錯

覚
を
覚
え
る
。
１
９
４
０
年
静
岡
県
生
ま
れ
。   

          （
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
） 　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ（
原
茂
和
美
会
長
）

は
７
月
10
日
に
夏
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ク
ル
ー
ズ
を
14
年
ぶ
り
に

開
催
し
た
。
保
護
者
同
伴
で
あ

れ
ば
子
供
も
参
加
で
き
る
と
あ

っ
て
、
当
日
は
家
族
連
れ
や
仕

事
帰
り
の
日
本
人
た
ち
２
５
０

人
以
上
が
参
加
す
る
大
盛
況
と

な
っ
た
。

　

午
後
７
時
半
す
ぎ
、
イ
ー
ス

ト
リ
バ
ー
23
丁
目
の
ス
カ
イ
ポ

ー
ト
マ
リ
ー
ナ
桟
橋
を
離
れ
た

遊
覧
客
船
ビ
ク
ト
リ
ア
号
の
船

内
で
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
黄
色
の
ベ
ス
ト
を
着
た
会
員

が
手
際
よ
く
食
事
を
乗
客
に
サ

ー
ブ
し
て
食
事
が
始
ま
り
、
各

テ
ー
ブ
ル
で
は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー

ル
で
乾
杯
す
る
光
景
が
見
ら
れ

た
。
船
が
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
橋
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
橋
の
下

を
ゆ
っ
く
り
と
潜
り
抜
け
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
に
か
か
る
頃
に

は
自
由
の
女
神
が
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
っ
た
夕
映
の
空
を
背
景

に
ぐ
ん
ぐ
ん
と
迫
っ
て
く
る
。

　

乗
客
た
ち
は
３
階
デ
ッ
キ
で

開
催
さ
れ
た
サ
ル
サ
音
楽
の
ダ

ン
ス
イ
ベ
ン
ト
で
踊
っ
た
り
＝

写
真
＝
、
夕
暮
れ
の
海
風
に
あ

た
っ
た
り
し
な
が
ら
記
念
写
真

撮
影
を
す
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
た
。
午
後
10
時
30
分
頃

に
桟
橋
に
戻
る
ま
で
、
船
内
で

は
Ｊ
ポ
ッ
プ
音
楽
の
演
奏
、「
エ

ダ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
」
に
よ
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
あ

り
、
参
加
者
た
ち
は
夏
の
３
時

間
の
ク
ル
ー
ズ
を
満
喫
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

収
益
は
支
援
を
必
要
と
す
る
地

域
社
会
と
災
害
支
援
に
役
立
て

る
と
い
う
。

250人クルーズ楽しむ
NY日系ライオンズクラブ主催

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
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We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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日
本
の
相
続
・
税
務
事
情

内
藤
税
理
士
が
Ｊ
Ａ
Ａ
で
講
演

帰国前に知っておきたい
年
金
相
談
室

日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

制
度
の
歩
み
と
安
心
の
仕
組
み

　

２
０
１
５
年
10
月
に
日
本
に

住
民
票
が
あ
る
す
べ
て
の
方
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
16
年
１
月
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が

始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ー
ド
が
交

付
さ
れ
た
当
初
は
、
裏
面
に
印

字
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
隠

す
た
め
の
専
用
カ
バ
ー
が
付
属

し
て
い
ま
し
た
。「
番
号
は
他

人
に
知
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
意
識
が
制
度
の
根
底
に

あ
っ
た
た
め
で
す
。
近
年
は
、

番
号
を
隠
さ
な
い
専
用
カ
バ
ー

を
採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て

お
り
、
制
度
が
成
熟
す
る
に
つ

れ
、
カ
ー
ド
の
取
り
扱
い
に
対

す
る
考
え
方
も
変
化
し
て
き
ま

し
た
。
な
お
、
本
人
確
認
書
類

と
し
て
利
用
す
る
目
的
で
、
カ

ー
ド
の
表
面
（
写
真
面
）
を
コ

ピ
ー
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
裏
面
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
つ
い
て
は
、
番
号
法
で
定

め
ら
れ
た
場
合
を
除
き
、
特
定

個
人
情
報
の
収
集
・
保
管
制
限

に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

前
号
で
お
伝
え
し
た
通
り
、

海
外
居
住
者
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
つ
メ
リ
ッ

ト
は
、
日
本
へ
帰
国
す
る
頻
度

や
、
日
本
国
内
で
税
務
・
行
政

手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
か

ど
う
か
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
他
に
も
、
例
え
ば
、
日
本

の
年
金
に
つ
い
て
、
す
で
に
受

給
中
の
方
、
ま
た
は
基
礎
年
金

番
号
を
お
持
ち
の
方
で
あ
れ

ば
、
カ
ー
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

を
利
用
し
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
受
給
額
、
将
来
の
年
金

見
込
額
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。年
金
受
給
者
に
と
っ
て
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
通
知
書

の
郵
送
を
待
た
ず
に
年
金
受
給

額
を
確
認
で
き
る
こ
と
も
利
点

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
使
用

さ
れ
る
の
が
、
カ
ー
ド
内
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
に
搭
載
さ
れ
た
「
電

子
証
明
書
」
で
す
。
電
子
証
明

書
に
は
、
日
本
国
内
の
税
や
年

金
、
医
療
、
金
融
機
関
の
口
座

情
報
な
ど
の
個
人
情
報
は
保
存

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
本
人
確
認
を
行
う
た
め
の

「
鍵
」
の
役
割
に
す
ぎ
ず
、
個

人
情
報
そ
の
も
の
は
各
行
政
機

関
の
サ
ー
バ
ー
で
分
散
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ド

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
見
た
目
以

上
に
堅
牢
で
す
。
紛
失
や
盗
難

の
際
に
は
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
利
用
を
一
時
停
止
す
る
こ

と
が
で
き
、
利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
ご
と
に
暗
証
番
号
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
暗
証
番
号
を
一

定
回
数
以
上
誤
っ
て
入
力
す
る

と
機
能
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
ほ

か
、
不
正
な
解
析
や
情
報
の
読

み
取
り
を
試
み
る
と
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
自
壊
す
る
仕
組
み
が
採
用

さ
れ
て
お
り
、
カ
ー
ド
を
拾
っ

た
第
三
者
が
勝
手
に
利
用
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は

5
年
、
カ
ー
ド
本
体
の
有
効
期

間
は
10
年
で
す
。
い
ず
れ
も
領

事
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
よ

る
更
新
手
続
き
が
可
能
で
す
。

読
者
の
皆
様
へ
大
切
な
お
知
ら

せ
　

こ
の
度
、
都
合
に
よ
り
当
セ

ン
タ
ー
の
活
動
か
ら
引
退
い
た

し
ま
す
。
今
後
、
当
セ
ン
タ
ー

の
代
表
は
園
原
昌
代
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
に

支
え
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
元
気

で
。　
　
　
　
　
　

市
川
俊
治

　

市
川
俊
治
の
想
い
を
受
け
継

ぎ
、
今
後
も
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
海

外
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。海外年金相談センター

市川俊治
園原昌代

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com

　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
が
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
２
０
０
７
年
に

「
シ
ニ
ア
ウ
イ
ー
ク
」
と
し
て

開
始
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
が
、
現

在
で
は
全
年
齢
を
対
象
と
す
る

「
秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
」
へ

と
拡
大
し
、
今
年
で
20
周
年
を

迎
え
る
。

　

次
回
は
、
第
20
回
「
秋
の
ヘ

ル
ス
・
フ
ェ
ア
」
は
９
月
４
日

（
金
）
か
ら
10
月
４
日
（
日
）

ま
で
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事

館
、米
国
医
師
会（
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
）、

邦
人
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）、
米
国
三

井
物
産
基
金
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
後
援
を
受

け
て
開
催
す
る
。
今
年
も
会
場

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
方
で
講
座

を
開
催
し
、
Ｎ
Ｙ
を
は
じ
め
世

界
各
地
に
在
住
す
る
日
本
人
・

日
系
人
の
全
年
齢
を
対
象
と
し

た
秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア
を
実

施
す
る
。 

現
在
、
企
画
・
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
を
募
集
中
。
趣

旨
と
し
て
、
①
先
輩
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
す
、
②
日
米
、

世
界
の
社
会
福
祉
（
高
齢
化
問

題
等
）
の
情
報
提
供
と
意
識
向

上
を
図
る(

啓
蒙)

、
③
世
代

間
交
流
を
促
進
す
る
、
④
日
米

や
世
界
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

の
紹
介
と
育
成
、
⑤
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
。
企
画
申
し
込
み
締
め
切

り
は
８
月
17
日
（
月
）。

第
20
回
Ｊ
Ａ
Ａ
秋
の
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

参
加
団
体
・
個
人
を
募
集

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

８
日
、「
変
わ
り
ゆ
く
日
本
の

相
続
税
・
贈
与
税
〜
日
本
へ
帰

国
し
て
困
ら
な
い
た
め
に
〜
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
か
れ
、

一
般
社
団
法
人
日
米
帰
国
支
援

セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
（
税
理
士

法
人
ア
ー
ク
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
の
内
藤
克
税
理
士
）
が
、

米
国
在
住
者
が
日
本
へ
帰
国
す

る
際
に
注
意
す
べ
き
相
続
・
税

務
の
最
新
制
度
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

　

内
藤
氏
は
、
相
続
対
策
は
単

な
る
節
税
で
は
な
く
、「
納
税

資
金
の
確
保
」「
円
満
な
遺
産

分
割
」「
適
正
な
節
税
」
の
三

つ
を
柱
と
し
て
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
説
明
。
高
齢
化
や
国

際
結
婚
、
海
外
資
産
の
増
加
な

ど
に
よ
り
相
続
の
形
態
が
多
様

化
し
、
国
際
相
続
や
デ
ジ
タ
ル

資
産
を
含
め
た
新
た
な
課
題
へ

の
備
え
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

指
摘
し
た
。

　

講
演
で
は
、
２
０
２
４
年
以

降
の
贈
与
税
改
正
に
も
触
れ
、

暦
年
贈
与
で
は
相
続
財
産
へ
の

持
ち
戻
し
期
間
が
7
年
に
延
長

さ
れ
た
一
方
、
相
続
時
精
算
課

税
制
度
に
は
年
間
１
１
０
万
円

の
基
礎
控
除
が
新
設
さ
れ
、
従

来
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
っ
た

こ
と
を
紹
介
。
制
度
の
特
徴
を

理
解
し
、
家
族
の
状
況
に
応
じ

て
使
い
分
け
る
こ
と
が
重
要
だ

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
日
本
へ
帰
国
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
米
国
不

動
産
の
売
却
益
や
為
替
差
益
、

日
本
で
の
相
続
税
・
所
得
税
の

扱
い
が
大
き
く
変
わ
る
点
に
つ

い
て
も
具
体
例
を
挙
げ
て
説

明
。
米
国
市
民
権
や
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
の
有
無
、
家
族
の
国
籍

や
居
住
地
、
保
有
資
産
の
所
在

な
ど
に
よ
っ
て
税
務
が
異
な
る

た
め
、「
帰
国
後
で
は
手
遅
れ

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
」と
し
、

帰
国
前
か
ら
専
門
家
へ
相
談
す

る
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
米
国
の
４
０
１

（
ｋ
）
や
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
ト
ラ
ス
ト
、

共
同
名
義
口
座
、Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ｄ（
死

亡
時
譲
渡
制
度
）
な
ど
、
米
国

特
有
の
資
産
管
理
制
度
に
つ
い

て
も
、
日
本
の
相
続
制
度
と
の

違
い
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
説
明
。
日
米
双
方
で
申

告
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
や
外

国
税
額
控
除
の
仕
組
み
な
ど
も

紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

内
藤
氏
は
「
ま
ず
は
国
籍
、

居
住
地
、
資
産
の
所
在
を
整
理

す
る
こ
と
が
国
際
相
続
対
策
の

第
一
歩
」
と
述
べ
、
帰
国
を
予

定
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
将
来

日
本
で
の
生
活
を
考
え
る
在
米

邦
人
に
と
っ
て
も
早
め
の
準
備

が
大
切
だ
と
呼
び
掛
け
た
。

　

内
藤
氏
は
、
昨
年
11
月

に
日
本
で
設
立
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
日
米
帰
国
支

援
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千

代
田
区
有
楽
町
、
電
話

０
３
・
６
５
５
１
・
２
５
３
５
）

に
日
米
税
務
の
専
門
家
と
し
て

代
表
理
事
に
名
前
を
連
ね
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
遺
言
・
相
続

に
は
弁
護
士
の
長
家
広
明
氏
、

信
託
・
登
記
に
は
司
法
書
士
の

西
田
誠
氏
、
年
金
相
談
に
は
社

会
保
険
労
務
士
碓
井
健
一
氏
、

帰
化
申
請
・
国
籍
取
得
に
は
行

政
書
士
の
名
坂
恵
美
子
氏
が
理

事
と
し
て
参
画
し
て
い
る
。
当

日
は
、
ズ
ー
ム
聴
講
者
も
含
め

約
80
人
が
参
加
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
健
康
保
険
局
（
Ｎ
Ｙ

Ｓ
Ｏ
Ｈ
）
は
、
連
邦
政
府
の
政

策
変
更
に
伴
う
財
源
見
直
し
を

受
け
、
65
歳
未
満
を
対
象
と
す

る
医
療
保
険
制
度
の
加
入
資

格
を
変
更
し
た
。
無
料
だ
っ

た
「Essential Plan

（
Ｅ
Ｐ
）

200-250

」
は
6
月
末
で
終
了

し
、
継
続
希
望
者
は
有
料
の

Qualifi ed Health Plan

（
Ｑ

Ｈ
Ｐ
）
へ
の
切
り
替
え
が
必

要
。
未
手
続
き
の
加
入
者
は
8

月
30
日
ま
で
特
別
加
入
期
間
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
期
限
を
過

ぎ
る
と
次
回
の
一
般
加
入
期
間

ま
で
無
保
険
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

ま
た
、
7
月
か
ら
は
メ
デ
ィ

ケ
イ
ド
の
資
格
要
件
も
見
直
さ

れ
、
収
入
が
基
準
を
超
え
た
場

合
は
更
新
時
期
を
待
た
ず
資
格

を
失
う
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
6

歳
未
満
の
子
ど
も
の
保
険
も
毎

年
更
新
が
必
要
と
な
る
。
さ

ら
に
２
０
２
７
年
1
月
か
ら

は
、
一
定
額
以
上
の
収
入
や
就

労
・
通
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
を
条
件
と
す
る
新
た
な

継
続
要
件
が
導
入
さ
れ
る
予

定
。
更
新
対
象
者
に
は
Ｎ
Ｙ
Ｓ

Ｏ
Ｈ
か
ら
事
前
通
知
が
送
付
さ

れ
る
た
め
、
期
限
内
の
手
続
き

が
必
要
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ

は
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ 

）
ま
で
。
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

内
線
１
番
、
ま
た
は
メ
ー
ル

Info@jassi.org

。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://jassi.

org

を
参
照
す
る
。

Ｎ
Ｙ
州
の
医
療
保
険
制
度

加
入
資
格
を
変
更

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
mailto:E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://jassi.org
mailto:Info@jassi.org


（5）　　 ［社　会］ 2026年（令和 8年）7月 18日（土）

北
海
道
平
取
町
か
ら

７
月
と
８
月
に
来
米
公
演

ヤ
ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
　

ヤ
ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
実

施
さ
れ
る
ギ
ブ
ア
ウ
ェ
イ
・
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
今
年
は
多

く
の
日
本
関
連
グ
ッ
ズ
の
ほ

か
、
人
気
の
限
定
品
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
グ
ッ
ズ
は
座
席
へ

の
配
布
で
は
な
く
、
入
場
ゲ
ー

ト
で
の
先
着
順
手
渡
し
と
な
る

た
め
、
確
実
に
入
手
す
る
た
め

に
は
開
門
時
間
に
間
に
合
う
よ

う
、
な
る
べ
く
早
く
並
ぶ
の
が

鉄
則
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

7
月
20
日
（
月
）
は
佐
藤
製

薬
提
供
の
サ
ト
ち
ゃ
ん
（
ぞ

う
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
と
ロ

ゴ
入
り
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
8
月
４

日
（
火
）
は
キ
ヤ
ノ
ン
提
供
の

バ
ケ
ッ
ト
ハ
ッ
ト
、
8
月
22

日
（
土
）
は
ト
ヨ
タ
提
供
の
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
・
ボ
ブ
ル
ヘ
ッ

ド
、
9
月
８
日
（
火
）
は
特

別
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
を
対
象

に
し
た
『NARUTO

』
ヤ
ン
キ

ー
ス
タ
ジ
ア
ム
限
定
カ
ー
ド

と
「NARUTO

×
ヤ
ン
キ
ー

ス
・
ヘ
ッ
ド
バ
ン
ド
」
な
ど
。

ス
タ
ジ
ア
ム
の
収
容
人
数
（
約

4
万
6
０
０
０
人
）
に
対
し
て

先
着
1
万
８
０
０
０
人
な
ど
、

も
ら
え
る
確
率
は
半
分
以
下
に

な
る
。
詳
細
はhttps://www.

mlb.com/yankees/tickets/
promotions/schedule

参

照
。

アイヌの伝統文化紹介

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会
や世界への貢献のためさまざまな活動をしてい
ます。
■ 参加型のオンラインイベント（Zoom）
　世界で活躍する日本人 リレートーク Vol. 1
　世界を知る。人とつながる。未来を考える。
テーマ：国連の今と民主主義の未来
国際社会は今、どのような課題に直面して
いるのでしょうか。民主主義を取り巻く環
境が大きく変化する中、国連の最前線で活
躍されているプロフェッショナルを迎え、
世界の現状と未来についてお話します。

ゲスト：澤西三貴子
国連民主主義基金（UNDEF）
シニアプログラムオフィサー／次長

【日時】2026年8月28日（金) 20:00～21:00
【参加費】10ドル（寄付）
　本企画の収益金は、地域社会への奉仕活
動および災害支援活動に活用されます。

【問い合せ】Eメール: info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

アイヌ・サマー・
フェスティバル
スケジュール

■ 7月 22日（水）▽午後５時 30分～
６時 45分・映画「Ainuーひと」無料
上映会・監督の質疑応答▽午後７時～
８時 30分「Sinot　沙流川流域の踊り」
公演（レセプション有り）
■ 7月 23日（木）▽午後４時～５時
30分「Inuye=an ro!」木彫りワークショッ
プ▽午後５時 30分～６時 45分・映画
「Ainuーひと」無料上映会・監督の質疑
応答▽午後７時～８時 30分「Ipe 　ア
イヌの食文化」（レセプション有り）
　　　　　　　◇
■ 8月 12日（水）▽午後４時～５時
30分「Ikarkar=an ro!」刺繍ワークショッ
プ午後５時 30分～ 6時 45分「Itak=an 
ro!」アイヌ語ワークショップ▽午後７
時～８時 30分「Sinot　沙流川流域の
踊り」公演（レセプション有り）
■ 8月 13日（木）▽午後４時～５時
30分「Sinot=an ro!」アイヌ古式舞踊
ワークショップ午後 5時 30分～６時
45分・映画「Ainuー ひと」無料上映会・
監督の質疑応答▽午後７時～８時 30
分「Ikarkar & Itak: 」アイヌの刺繍と言
語。（レセプション有り）入場料・一般
20ドル、学生とシニア 17ドル、会員
15ドル。詳細とチケットの申し込みは
ウェブサイト https://japansociety.org/
ainufestival/

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

は
7
月
22
、
23
日
と
8
月
12
、

13
日
の
4
日
間
、「
ア
イ
ヌ
・

サ
マ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―

ア
イ
ヌ
の
物
語
、
文
化
、
そ
し

て
伝
統
」
を
開
催
す
る
。
北
海

道
平
取
町
と
の
共
催
で
、
日
本

北
部
の
先
住
民
族
・
ア
イ
ヌ
の

歴
史
や
文
化
を
多
角
的
に
紹
介

す
る
催
し
と
な
る
。

　

会
場
に
は
北
海
道
・
平
取
町

か
ら
25
人
を
超
え
る
工
芸
家
や

文
化
継
承
者
、
教
育
関
係
者
が

来
米
。
ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊
の
公

演
を
は
じ
め
、
木
彫
り
や
刺

繍
、
ア
イ
ヌ
語
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

で
ア
イ
ヌ
民
族
と
し
て
初
め
て

国
会
議
員
と
な
っ
た
政
治
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
。
ア
イ
ヌ
語

や
民
具
、
口
承
文
芸
の
記
録
保

存
の
他
、
１
０
０
を
越
え
る
著

書
を
残
す
な
ど
、
ア
イ
ヌ
民
族

へ
の
理
解
を
広
め
る
う
え
で
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
は
北
海
道
を
中

心
に
古
く
か
ら
暮
ら
し
て
き
た

先
住
民
族
で
、
独
自
の
言
語
や

信
仰
、
文
化
を
持
つ
。
し
か
し

明
治
時
代
以
降
の
同
化
政
策
に

よ
っ
て
多
く
の
伝
統
や
言
語

が
失
わ
れ
始
め
た
。
そ
の
後

２
０
１
９
年
に
、
日
本
の
国
会

が
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と

し
て
認
め
る
法
案
を
可
決
し

た
。
ユ
ネ
ス
コ
が
「
極
め
て
消

滅
危
機
に
あ
る
言
語
」
に
指
定

す
る
ア
イ
ヌ
語
を
含
め
、
文
化

復
興
へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

平
取
町
の
遠
藤
圭
一
町
長
は

「
ア
イ
ヌ
文
化
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
紹
介
で
き
る
こ
と
を
光
栄

に
思
う
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
、
次
世
代
へ
伝
統
を
継

承
し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
会
期
中
に
は
、
エ
ミ
ー

賞
受
賞
歴
を
持
つ
映
像
作
家
の

溝
口
尚
美
さ
ん
が
10
年
以
上
か

け
て
ア
イ
ヌ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
訪
れ
て
信
頼
関
係
を
築
き
、

製
作
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「Ainu 

ー
ひ
と
」
の
上

映
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ア
イ

ヌ
の
現
在
と
未
来
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
そ
う
だ
。

ッ
プ
、
ア
イ
ヌ
料
理
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
試
食
、
映

画
上
映
、講
演
な
ど
を
通
し
て
、

言
語
や
生
活
文
化
、
精
神
文
化

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
本
格
的
な
ア

イ
ヌ
文
化
を
総
合
的
に
紹
介
す

る
催
し
は
極
め
て
珍
し
く
、
一

般
市
民
を
は
じ
め
日
本
の
文
化

に
関
心
を
持
つ
幅
広
い
層
の
来

場
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
保
存
と
継

承
に
生
涯
を
捧
げ
た
平
取
町
の

故
・
萱
野
茂
さ
ん
（
１
９
２
６

〜
２
０
０
６
）
の
生
誕
１
０
０

周
年
を
記
念
し
て
企
画
さ
れ

た
。
萱
野
さ
ん
は
平
取
町
二
風

谷
地
区
を
拠
点
に
ア
イ
ヌ
文
化

の
復
興
運
動
に
尽
力
し
、
日
本

ジャパン・ソサエティー
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鹿
児
島
県
の
鹿
児
島
空
港
か

ら
歩
い
て
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ

る
麹
や
発
酵
に
こ
だ
わ
る「
麹
・

発
酵
ホ
テ
ル
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
３
年
に
な
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
人
が
泊
ま
り
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
か
な

い
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
い
ろ
ん
な
意
見

も
出
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
が

驚
い
た
の
は
、「
カ
エ
ル
の
声

が
う
る
さ
い
」
と
い
う
ク
レ
ー

ム
で
し
た
。
確
か
に
、
周
囲
に

は
茶
畑
が
広
が
っ
て
自
然
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
イ
タ
チ
も
コ
ウ

モ
リ
も
ク
モ
も
出
ま
す
。
イ
タ

チ
と
コ
ウ
モ
リ
は
問
題
無
い
の

で
す
が
、
さ
す
が
に
部
屋
に
ク

モ
が
出
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
総
出

で
追
い
払
い
ま
す
。

　

で
も
、「
カ
エ
ル
の
声
が
う

る
さ
く
て
寝
ら
れ
な
い
」
と
い

う
ク
レ
ー
ム
は
想
定
外
で
し

た
。
結
果
、池
を
埋
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
は
し

な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
ふ

と
、
考
え
ま
し
た
。「
こ
れ
っ

て
、
人
間
の
勝
手
じ
ゃ
無
い
だ

ろ
う
か
」
と
。
考
え
る
と
キ
リ

が
無
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
き
物
に
も
言
い
分
が
あ
る

の
で
は
無
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ

と
も
、そ
れ
を
言
い
出
す
と「
牛

を
食
べ
る
な
」「
豚
を
食
べ
る

な
」
な
ど
と
動
物
愛
護
の
話
な

ど
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
最
近
の
日
本
に
あ

る
の
が
ク
マ
問
題
。「
ク
マ
を

駆
除
し
ろ
」「
ク
マ
が
可
哀
想
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
「
ク
マ
が

住
め
る
山
づ
く
り
が
大
切
」
な

ど
と
い
う
意
見
も
。
い
ず
れ
に

し
て
も
自
分
も
含
め
て
「
人
間

っ
て
勝
手
だ
な
あ
」
と
思
う
反

面
、
ゴ
キ
ブ
リ
も
ク
モ
も
や
っ

ぱ
り
苦
手
で
す
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

人間って、
自分勝手？

tel:9176780297
https://vimeo.com/1195126627/1e795f4108
https://www.waterviewcoachingjp.com/sexualharass-j
https://japansociety.org/
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
https://www.mlb.com/yankees/tickets/promotions/schedule
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レ
ス
ト
ラ
ン
、
訴
訟
へ
の
備
え

Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

JAAゴルフトーナメント
9月28日に開催

参加者を募集

　

Ｎ
Ｙ
日
本
食
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ

Ｎ

Ｙ
：Japanese Food & 

Hospitality Association of 
New York

、
旧
Ｎ
Ｙ
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
）
は
7
月
29

日
（
水
）
午
後
３
時
か
ら
、
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
（
Ｊ

Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
会
員
）
を
対
象
に

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。

　
「
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
の
た

め
の
、
他
人
事
で
は
な
い
訴
訟

事
例
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
た
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｙ
メ
ト
ロ
エ

リ
ア
で
数
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン

関
連
法
務
を
手
掛
け
て
き
た
川

崎
晋
平
弁
護
士
（Kawasaki 

Law Offi  ce PLLC

）
＝
写
真

＝
を
講
師
に
迎
え
、
実
際
の
訴

訟
事
例
を
も
と
に
、
経
営
者
が

知
っ
て
お
く
べ
き
法
的
リ
ス
ク

や
予
防
策
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
。
労
務
問
題
や
契
約

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
に
お
い
て
誰
も
が
直
面
し

得
る
法
的
課
題
に
つ
い
て
の
知

識
を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。 

　

Ｊ
Ｆ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｙ
は
、
米
国
に

お
け
る
日
本
食
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
業
界
の
発
展
を
目
的
と
し

た
非
営
利
業
界
団
体
。
セ
ミ
ナ

ー
、
交
流
会
、
業
界
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本

食
業
界
お
よ
び
関
連
事
業
者
の

成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

　

参
加
費
無
料
。
申
し
込
み
は

https://jfhany.org/ 

か
ら
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
9
月
28
日

（
月
）、
恒
例
の
第
32
回
「
Ｊ
Ａ

Ａ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大

会
」
を
、
Ｎ
Ｙ
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー

ク
ラ
ブ
（103 Brick Church 

Road, New Hempstead, NY 
10977

）
で
開
催
す
る
。

　

全
日
空
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
Ｎ

Ｙ
〜
東
京
往
復
航
空
券
を
始

め
、
豪
華
賞
品
多
数
が
用
意
さ

れ
る
。
ま
た
、
４
ホ
ー
ル
の
シ

ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
現
金
１
万
ド

ル
が
当
た
る
ホ
ー
ル
イ
ン
・
ワ

ン
賞
（
総
額
４
万
ド
ル
）
を
設

け
、
朝
食
も
あ
り
、
試
合
後
は

バ
フ
ェ
形
式
で
の
食
事
が
つ
い

て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
は
日
系
人
会
に
と

っ
て
の
大
き
な
募
金
活
動
と
な

る
。
当
日
の
予
定
は
午
前
７
時

30
分
〜
８
時
30
分
会
場
集
合

（
朝
食
有
り
）、
８
時
30
分
〜
９

時
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
９

時
試
合
開
始
・
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
、

午
後
２
時
〜
５
時
食
事
及
び
結

果
発
表
。

　

参
加
費
２
７
０
ド
ル
（
90
ド

ル
が
税
金
控
除
）。 

参
加
費
に

は
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト

代
、
食
事
代
が
含
ま
れ
る
。
定

員
72
人
。
締
め
切
り
は
9
月

11
日
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org

ま
で
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://jaany.org/

を
参
照
。

　

国
光
あ
や
の
外
務
副
大
臣
は

7
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
、
国
連
本

部
で
開
か
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
政

治
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
）」

に
出
席
し
た
。

　

同
副
大
臣
は
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
を
通
じ
、日
本
のSDGs

（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
達
成
に

向
け
た
取
り
組
み
や
国
際
協
力

の
方
針
を
説
明
し
、
各
国
と
の

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局
は

１
日
、
周
辺
住
民
が
共
有
す
る

巨
大
な
家
庭
ゴ
ミ
回
収
コ
ン
テ

ナ
を
市
内
各
所
の
縁
石
に
設
置

す
る
新
た
な
「
エ
ン
パ
イ
ア
・

ビ
ン
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
環
境
影

響
評
価
報
告
書
を
公
表
し
た
。

　

同
ス
チ
ー
ル
製
コ
ン
テ
ナ

「
エ
ン
パ
イ
ア
・
ビ
ン
」
は
30

戸
以
上
の
住
居
ビ
ル
に
割
り
当

て
ら
れ
、
機
械
式
の
サ
イ
ド
ロ

ー
リ
ン
グ
（
横
乗
せ
）
形
収
集

連
携
強
化
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、「
国
連
水
会
議

２
０
２
６
」
に
関
す
る
閣
僚
級

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
に
も
参
加

し
、
水
資
源
問
題
や
持
続
可
能

な
開
発
を
巡
っ
て
各
国
代
表
や

国
際
機
関
関
係
者
ら
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

Ｈ
Ｌ
Ｐ
Ｆ
はSDGs

の
進
捗

状
況
を
確
認
す
る
国
連
の
閣
僚

級
会
合
で
、
毎
年
7
月
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
が
持
ち
上
げ
、
中
身

を
収
集
す
る
。
ビ
ル
管
理
者
の

み
が
専
用
の
鍵
で
開
け
閉
め
で

き
る
た
め
、
収
集
直
前
ま
で
中

の
ゴ
ミ
袋
が
露
出
す
る
こ
と
が

な
く
、
ネ
ズ
ミ
害
対
策
を
含
め

た
衛
生
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

２
０
３
１
年
頃
ま
で
に
約

６
万
６
０
０
０
台
の
コ
ン
テ
ナ

設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
ウ
エ

ス
ト
ハ
ー
レ
ム
で
は
す
で
に
約

１
１
０
０
台
の
コ
ン
テ
ナ
が
利

国
光
外
務
副
大
臣
が

国
連SDGs

会
合
に
出
席

巨
大
ゴ
ミ
回
収
コ
ン
テ
ナ
設
置

約
３
万
台
分
の
路
駐
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
る

用
さ
れ
て
お
り
、
今
秋
に
は
ダ

ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
、
ダ
ン

ボ
、
フ
ォ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
、
ク

リ
ン
ト
ン
ヒ
ル
周
辺
な
ど
が
設

置
対
象
地
区
と
な
る
。

　

一
方
、
設
置
場
所
は
縁
石

の
歩
道
よ
り
も
道
路
側
の
た

め
、
車
両
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
利

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
示

唆
す
る
。
同
報
告
書
に
よ
る

と
、
合
法
の
全
路
駐
ス
ペ
ー
ス

の
約
１
・
５
％
に
当
た
る
推
定

２
万
９
８
４
２
台
分
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
コ
ン
テ
ナ
設
置
場
所

に
転
換
さ
れ
る
。

　

最
も
影
響
が
大
き
い
の
は
６

％
以
上
が
転
換
と
な
る
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
、
特
に
ア
ッ
パ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
と
ア
ッ
パ
ー
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
現
在
路
駐

可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の
１
割
を
失

う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
そ
れ

ら
の
車
が
ど
こ
に
駐
車
す
る
の

か
が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

　

越
前
漆
器
を
製
造
販
売
す
る

山
久
漆
工
の
山
本
泰
三
社
長
が

14
日
、
６
月
に
開
館
し
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
ク
ラ
ブ
を
訪

れ
、
同
社
が
手
が
け
た
「
漆
ウ

ォ
ー
ル
パ
ネ
ル
」を
寄
贈
し
た
。

作
品
は
、
五
番
街
の
中
心
に
移

転
し
た
ば
か
り
の
日
本
ク
ラ
ブ

５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
フ
ロ
ア
の
壁
に
設
置
さ
れ

た
。

　

幾
何
学
模
様
の
格
子
を
組
み

合
わ
せ
た
モ
ダ
ン
な
作
品
は
、

造
形
作
家
の
鈴
木
尚
和
氏
に
よ

る
デ
ザ
イ
ン
で
、
山
本
社
長
に

よ
る
と
「
世
界
の
中
心
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
し
か
も
五
番

街
の
最
も
華
や
か
な
場
所
で
、

日
本
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
漆
を

モ
ダ
ン
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

生
活
様
式
の
一
環
と
し
て
提
案

で
き
て
嬉
し
い
。
漆
工
芸
を
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
ー
ト
と
し
て
展
開

し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
歩

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

１
９
３
０
年
に
創
業
し
、
今

年
で
96
年
の
歴
史
を
持
つ
同
社

三
代
目
の
社
長
の
山
本
氏
は
、

日
本
の
食
卓
を
彩
る
同
社
の
箸

が
日
本
の
通
信
販
売
ラ
ン
キ
ン

グ
で
常
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
て
い
る
ほ
か
、
今
年
は
同
社

の
漆
カ
バ
ー
を
使
っ
た
カ
シ
オ

計
算
機
が
爆
発
的
に
ヒ
ッ
ト
す

る
な
ど
勢
い
を
見
せ
て
い
る
。

山久漆工のウォールパネル
日本クラブ５階に常設

幾何学模様のデザイン

５
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
た
作
品
の
前
に
立

つ
山
本
社
長
（
左
）
と
前
田
正
明
日
本
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

　

小
池
東
京
都
知
事
は
15
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た

一
般
社
団
法
人
東
京
国
際
金
融

機
構
主
催
の
「Fin City 
東
京

グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
出
席
し
、
投
資
判
断
を
担
う

投
資
家
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
フ
ィ

ス
な
ど
に
対
し
、
東
京
の
投
資

環
境
や
魅
力
を
発
信
し
た
。

　

都
知
事
は
「
東
京
は
今
こ
そ

評
価
す
べ
き
投
資
先
」
で
あ
る

こ
と
を
日
本
国
内
外
に
強
く
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
東
京
都
が
催
し
、
金
融
庁
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
、
一
般
社
団
法
人
・
資
産
運

用
業
協
会
、
ア
ル
フ
ァ
・
ス
ク

エ
ア
グ
ル
ー
プ
が
後
援
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
吉
村
東
京

都
産
業
労
働
局
長
が
歓
迎
の
挨

拶
を
述
べ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
フ

ィ
ス
、
投
資
家
、
Ａ
Ｉ
企
業
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
小
池
都
知
事

が
発
言
し
、
片
平
聡
Ｎ
Ｙ
総
領

事
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
冒
頭

で
挨
拶
し
て
閉
会
し
た
。
東
京

と
Ｎ
Ｙ
は
姉
妹
都
市
の
関
係
。

小
池
都
知
事
が
Ｎ
Ｙ
に

姉
妹
都
市
東
京
の
投
資
誘
致
Ｐ
Ｒ

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
が
盆
踊
り
大
会

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
は
8

月
９
日　
（
日
）
12
時
半
か
ら

４
時
ま
で
西
1
０
６
丁
目
の
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
ウ
エ

ス
ト
エ
ン
ド
の
間
で
、
恒
例
の

盆
踊
り
大
会
を
開
催
す
る
。
参

加
無
料
。
僧
太
鼓
の
演
奏
な
ど

も
あ
り
、
日
本
の
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
。
Ｎ
Ｙ
仏
教
会

は
１
９
３
８
年
に
建
て
ら
れ

た
浄
土
真
宗
の
寺
。
詳
細
は

info@newyorkbuddhist
church.org

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://rblpartners.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://kkobo.com/
https://jfhany.org/
https://jfhany.org/
https://jfhany.org/
https://jaany.org/
https://jaany.org/
https://jaany.org/
mailto:info@newyorkbuddhistchurch.org


2026年（令和 8年）7月 18日（土） ［総　合］　　（8  ）

　

ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
リ
ー
ズ
24
「STEPPING 

INTO A W
ORLD VII

」
が
23

日（
木
）か
ら
29
日（
水
）ま
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
・
Ｎ
Ｙ

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番

地
４
０
１
号
） 
に
て
開
催
さ
れ

る
。
エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の
安

達
元
一
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
佐

藤
恭
子
が
手
を
組
ん
だ
展
覧
会

シ
リ
ー
ズ
の
第
24
弾
で
、
公
募

し
て
審
査
を
通
過
し
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術

館
（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
）
は
現
在
、
20

世
紀
美
術
を
代
表
す
る
芸
術

家
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン

の
大
規
模
回
顧
展
「Marcel 

Duchamp

」を
開
催
し
て
い
る
。

　

米
国
で
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
本
格

的
な
回
顧
展
が
開
か
れ
る
の
は

１
９
７
３
年
以
来
約
50
年
ぶ
り

で
、
約
３
０
０
点
の
作
品
や
資

料
を
通
し
て
、
革
新
的
な
芸
術

活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
会
期

は
8
月
22
日
ま
で
。

　

展
覧
会
で
は
、
10
代
の
頃
に

制
作
し
た
ペ
ン
画
や
初
期
の
油

彩
作
品
か
ら
、
晩
年
の
代
表
作

《Étant donnés

（
エ
タ
ン
・

ド
ネ
）》
に
関
す
る
資
料
ま
で
、

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
創
作
の
歩
み
を

年
代
順
に
紹
介
。
絵
画
、彫
刻
、

写
真
、
映
像
、
版
画
、
書
簡
な

ど
幅
広
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

１
８
８
７
年
に
フ
ラ
ン
ス
・

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
で
生
ま

れ
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
は
、
20
世
紀

美
術
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

し
た
芸
術
家
と
し
て
知
ら
れ

る
。
既
製
品
を
芸
術
作
品
と
し

て
提
示
す
る「
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
」

の
概
念
を
生
み
出
し
、「
芸
術

と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
投

げ
か
け
た
。
そ
の
思
想
は
現
代

美
術
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

　

展
示
の
注
目
作
品
の
一
つ
が

《
階
段
を
降
り
る
裸
体 No.2

》。

１
９
１
３
年
の「
ア
ー
モ
リ
ー
・

シ
ョ
ー
」
で
発
表
さ
れ
、
人
体

の
動
き
を
連
続
的
に
表
現
し
た

革
新
的
な
構
成
が
大
き
な
議
論

を
呼
ん
だ
作
品
で
あ
る
。

　

ま
た
、
代
表
的
な
レ
デ
ィ
メ

イ
ド
作
品
《
泉
（Fountain

）》

も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

１
９
１
７
年
に
発
表
さ
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
作
品
は
現
存
し
な
い

が
、
本
展
で
は
後
年
制
作
さ
れ

た
複
製
作
品
を
通
し
て
、
芸
術

の
定
義
を
変
え
た
歴
史
的
意
義

を
紹
介
し
て
い
る
。

　

会
場
で
は
、
女
性
の
分
身

「
ロ
ー
ズ
・
セ
ラ
ヴ
ィ
（Rrose 

Sélavy

）」
と
し
て
活
動
し
た

写
真
や
、
代
表
作
を
小
型
化
し

て
保
存
し
た
「
箱
の
中
の
箱

舟
（Boîte-en-valise

）」
シ
リ

ー
ズ
な
ど
も
公
開
。
デ
ュ
シ
ャ

ン
が
作
品
だ
け
で
な
く
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
芸
術
作
品

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
新
し
い

考
え
方
を
示
し
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

本
展
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

美
術
館
の
協
力
で
実
現
し
、
Ｍ

ｏ
Ｍ
Ａ
で
の
展
示
終
了
後
は
10

月
か
ら
同
館
へ
巡
回
す
る
予

定
。
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
挑
戦
と
20

世
紀
美
術
へ
の
影
響
を
改
め
て

紹
介
す
る
機
会
と
な
っ
て
い

る
。（Milana Pavlova 

写
真

も
）

受
賞
作
家
は
次
の
通
り
。
最
優

秀
賞
は
萩
岡
美
知
子
。優
秀
賞
・

水
月
れ
い
、Shinobu

、
山
口

朋
子
、
龍
神
画
家
弥
生
、
花

田
夕
子
。
準
優
秀
賞
・Daiki 

Abiru

、
長
田
英
里
、
園
部
泉

子
、
林
ま
の
、
白
猫
、
辻
 有
美
。

入

選
・Etsuko

、Fumiko 
Ishida

、
月
子
、
桑
原
紀
子
、

外
山
慎
一
郎
、
澤
村
正
一
、
酒

井
保
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
24
日
（
金
）
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
。
詳

細
はhttp://gallerymaxny.

com

を
参
照
す
る
。

　

ま
た
、同
シ
リ
ー
ズ
25「THE 

ART OF SHO IV

」
も
21
日

（
火
）
か
ら
27
日
（
月
）
ま
で
、

天
理
文
化
協
会
（
西
13
丁
目

43
Ａ
番
地
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。
受
賞
作
家
は
、
最
優
秀
賞

が
三
光
大
城
。
優
秀
賞
・
墨

映SUMIE 

後
藤
青
雲
＆
橋
本

好
海
、
小
田
桐
恵
鴻
、
吉
田
綾

舟
、
梅
岡
煌
隼
。
準
優
秀
賞
・

蛙
聲
、
恵
凪
、First Snow

、

飛
泉
、 
光
蘭
、
マ
ダ
マ
真
理
子
、

麗
華 + 

藍
香
、
笑
葉
、
三
根

尚
子
、北
里
峰
音
。入
選
・
繭
美
、

Nao

、
村
上
翠
香
。
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
25

日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
５
時

ま
で
。
詳
細
はhttp://tenri.

org

を
参
照
す
る
。

　
　

さ
ら
に
、
22
日
（
水
）
か

ら
26
日
（
日
）
ま
で
は
同
シ
リ

ー
ズ
26
も
ギ
ャ
ラ
リ
ー
60
（
東

60
丁
目
２
０
８
番
地
）
で
開

催
。
参
加
作
家
は
、Koki

、
河

津
美
希
、
松
元
亮
輔
、
石
野
智

彦
、
白
井
裕
子
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
23
日

（
木
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
。
詳
細
はhttps://www.

gallery60nyc.com

を
参
照

す
る
。

　

3
つ
の
展
示
会
で
の
共
通
の

ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
チ

ュ
ン
バ
ム
・
パ
ー
ク
（
韓
国
）、

メ
ン
ス
ル
・
ボ
ッ
ジ
ャ
（
北
マ

ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
）、
ト
ゥ
ラ

ロ
ク
（
メ
キ
シ
コ
）。

ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ
24
を
３
会
場
で

シリーズ 24最優秀賞、
萩岡美知子「終焉」2016年

シリーズ 25最優秀賞、
三光大城「The Stillness of Madness」2026年

デュシャン作品を一堂に
MoMAで300作品展示
米国で50年ぶり大回顧展

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraipapabk.com/
http://gallerymaxny.com
https://www.gallery60nyc.com
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女
子
サ
ッ
カ
ー「
ゴ
ッ
サ
ム
Ｆ
Ｃ
」

本
拠
地
が
ク
イ
ー
ン
ズ
に

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
グ
リ
ー
ン

ポ
イ
ン
ト
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
一
つ

星
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｒ
ｅ

ｓ
ｔ
ａ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ　

Ｙ
Ｕ
Ｕ

で
12
日
、
沖
縄
県
が
主
催
す
る

食
文
化
の
世
界
発
信
特
別
イ
ベ

ン
ト
「
Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ　

Ａ

ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｓ　

Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｗ
ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
」
が
開
催
さ
れ
た
。
同

店
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
Ｙ
Ｕ
Ｕ

氏
が
、
沖
縄
か
ら
直
送
さ
れ
た

最
高
級
食
材
に
フ
レ
ン
チ
の
技

法
を
融
合
さ
せ
た
計
８
品
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
披
露
。
全
品
が

沖
縄
産
陶
器
に
美
し
く
盛
り
付

け
ら
れ
、
薄
切
り
牛
肉
に
コ
ン

ソ
メ
を
注
ぐ
「
フ
レ
ン
チ
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
」
や
、
揚
げ
時
間
わ

ず
か
30
秒
で
外
側
の
パ
リ
パ
リ

感
と
生
の
ま
ま
の
旨
味
を
融
合

さ
せ
た
「
マ
グ
ロ
カ
ツ
レ
ツ
」

＝
写
真
上
＝
に
招
待
客
か
ら
絶

賛
の
声
が
上
が
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
へ

駆
け
つ
け
た
沖
縄
の
シ
ェ
フ
髙

良
盛
将
氏
が
伝
統
の
「
冬
瓜

漬
」
を
用
い
た
デ
ザ
ー
ト
を
沖

縄
産
紅
茶
と
共
に
サ
ー
ブ
。
同

じ
く
沖
縄
か
ら
の
ソ
ム
リ
エ
の

兒
玉
一
樹
氏
も
泡
盛
ベ
ー
ス
の

カ
ク
テ
ル
な
ど
で
ペ
ア
リ
ン
グ

を
振
る
舞
い
、
招
待
客
は
贅
沢

な
沖
縄
の
食
材
と
時
間
を
堪
能

し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
今
後
、

パ
リ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、香
港
、

台
北
、
東
京
、
大
阪
な
ど
世
界

各
地
の
一
流
シ
ェ
フ
・
レ
ス
ト

ラ
ン
と
コ
ラ
ボ
を
展
開
し
、
最

終
的
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
　
（
菊
楽
め
ぐ
み
、
写
真
も
）

沖
縄
食
文
化
を
世
界
発
信

ブルックリンのYUUで
フレンチとの融合8品

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
、米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
サ
ッ
カ
ー
・
リ

ー
グ
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ｌ
）
所
属
の
ゴ

ッ
サ
ム
Ｆ
Ｃ
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
は
７
日
、
ゴ
ッ
サ

ム
Ｆ
Ｃ
の
本
拠
地
を
２
０
２
８

年
に
Ｎ
Ｊ
州
ハ
リ
ソ
ン
か
ら
ク

イ
ー
ン
ズ
の
エ
テ
ィ
ハ
ド
パ
ー

ク
に
移
す
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
２
０
０
７
年
に

ス
カ
イ
・
ブ
ル
ー
Ｆ
Ｃ
と
し
て

創
設
、
当
時
の
プ
ロ
リ
ー
グ
、

米
女
子
サ
ッ
カ
ー
（
Ｗ
Ｐ
Ｓ
）

時
代
は
09
年
プ
レ
イ
オ
フ
で
優

勝
、
Ｎ
Ｗ
Ｓ
Ｌ
で
は
準
優
勝
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で
２
回
準

優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。
現
在

建
設
中
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ

テ
ィ
Ｆ
Ｃ
が
拠
点
と
す
る
エ
テ

ィ
ハ
ド
パ
ー
ク
は
、
サ
ッ
カ
ー

専
用
の
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て

２
万
５
０
０
０
人
収
容
で
き
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
国
営
の
エ

テ
ィ
ハ
ド
航
空
が
１
０
０
％
出

資
し
来
年
の
完
成
を
予
定
し
て

い
る
。
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

と
ア
ー
サ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
・
ス

タ
ジ
ア
ム
に
隣
接
し
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
（
Ｌ
Ｉ
Ｒ

Ｒ
）
の
メ
ッ
ツ-

ウ
ィ
レ
ッ
ツ
・

ポ
イ
ン
ト
駅
が
最
寄
り
駅
と
な

る
。
マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
「
ゴ
ッ

サ
ム
Ｆ
Ｃ
を
ク
イ
ー
ン
ズ
に
迎

え
る
こ
と
で
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ハ
イ

ツ
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
サ
ウ
ス
ブ

ロ
ン
ク
ス
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

い
る
少
女
た
ち
は
、
電
車
に
乗

っ
て
地
元
で
、
世
界
で
活
躍
す

る
選
手
た
ち
を
見
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
周
辺
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ホ
テ
ル
に
は
客
が
増
え
、

何
よ
り
も
世
界
レ
ベ
ル
の
女
子

チ
ー
ム
の
本
拠
地
が
世
界
最
高

の
都
市
に
な
る
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

ソ
ム
リ
エ
兒
玉
氏
は
泡
盛
ベ
ー
ス
の
カ
ク

テ
ル
を
ペ
ア
リ
ン
グ

 

沖
縄
と
フ
レ
ン
チ
を
美
し
く
最
高
の
味
に

融
合
し
た
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フYU

U

氏

沖
縄
か
ら
の
シ
ェ
フ
髙
良
盛
将
氏

フ
レ
ン
チ
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
。
コ
ン
ソ
メ
を

注
い
で
い
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保
健
局

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
で
発
生

し
て
い
る
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
の
集

団
感
染
に
つ
い
て
、
７
月
12
日

ま
で
に
感
染
者
が
59
人
に
増
え

た
と
発
表
し
た
。
こ
の
う
ち
15

人
が
入
院
中
で
、33
人
は
退
院
、

11
人
は
入
院
せ
ず
に
療
養
し
て

い
る
。
死
者
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。

　

感
染
が
集
中
し
て
い
る
の

は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ヒ
ル
と
ヨ
ー

ク
ビ
ル
地
域
。
市
は
周
辺
に
あ

る
１
８
０
基
以
上
の
冷
却
塔
を

検
査
し
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美

術
館
を
含
む
31
棟
の
冷
却
塔
か

ら
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
を
検
出
し

た
。
31
棟
は
い
ず
れ
も
排
水
、

清
掃
、
消
毒
を
完
了
し
た
が
、

菌
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
だ
け
で

感
染
源
と
断
定
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
患
者
か
ら
採
取
し
た
菌

と
の
照
合
作
業
が
続
い
て
い

る
。

　

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
は
、
温
か
い

水
の
中
で
増
殖
し
た
菌
を
含
む

細
か
な
水
滴
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）

を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
す
る

肺
炎
の
一
種
。
人
か
ら
人
に
は

う
つ
ら
ず
、
水
道
水
を
飲
ん
だ

り
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
を
使
用

し
た
り
し
て
感
染
す
る
も
の
で

は
な
い
。
市
は
、
６
月
下
旬
以

降
に
周
辺
を
訪
れ
た
後
に
咳
、

発
熱
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
速
や
か
に
医
療

機
関
に
連
絡
す
る
よ
う
推
奨
し

て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
昨
年

７
月
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ハ
ー
レ

ム
で
も
冷
却
塔
に
関
連
す
る
大

規
模
な
集
団
感
染
が
発
生
し
、

１
１
８
人
が
感
染
、
92
人
が
入

院
し
、
７
人
が
死
亡
し
た
。
こ

れ
を
受
け
市
は
今
年
５
月
、
稼

働
中
の
冷
却
塔
の
菌
検
査
を
90

日
ご
と
か
ら
31
日
ご
と
へ
強
化

し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
新
制
度

下
で
も
感
染
が
起
き
た
こ
と

で
、
冷
却
塔
の
維
持
管
理
や
違

反
へ
の
監
督
が
実
際
に
機
能
し

て
い
る
か
が
改
め
て
問
わ
れ
て

い
る
。

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
の
集
団

感
染
者
が
59
人
に
拡
大

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://artofhaiku.org/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:2122136069
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１
９
４
３
年
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
戦
況
が
悪
化
す
る
中
、

学
徒
出
陣
を
控
え
た
早
慶
の
野

球
部
員
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た

「
最
後
の
早
慶
戦
」（
学
徒
出
陣

壮
行
早
慶
戦
）。
そ
の
実
現
ま

で
の
苦
難
と
戦
場
へ
向
か
う
学

生
た
ち
の
切
実
な
思
い
を
描
い

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
復

刻
版 

学
徒
出
陣 

最
後
の
早
慶

戦
』（
松
尾
俊
治
著
）
が
今
年

3
月
6
日
、
17
年
間
の
絶
版
期

間
を
経
て
再
び
復
刊
さ
れ
た
。

　

戦
時
下
の
日
本
に
お
い
て
野

球
は
敵
性
文
化
と
し
て
弾
圧
さ

れ
、
多
く
の 

大
学
野
球
の
試

合
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

そ
ん
な
中
、
戦
場
へ
赴
く
学
生

た
ち
へ
の
餞
と
し
て
何
か
で
き

な
い
か
と
手
を
取
り
合
っ
た
の

が
、
普
段
は
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る

早
慶
の
関
係
者
だ
。
彼
ら
は
軍

部
や
政
府
の
厳
し
い
監
視
と
、

試
合
の
中
止
を
命
じ
ら
れ
か
ね

な
い
状
況
に
直
面
し
な
が
ら
も

「
最
後
の
早
慶
戦
」
実
現
に
向

け
て
尽
力
し
た
。
そ
う
し
て
実

現
し
た
試
合
当
日
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
激
し
く
競
い
合
っ
た
選

手
た
ち
も
、
試
合
後
は
「
ガ
ン

バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
慶
應
」「
ガ

ン
バ
レ
、
ガ
ン
バ
レ
早
稲
田
」

と
互
い
を
称
え
合
い
、「
今
度

は
戦
場
で
会
お
う
」
と
互
い
を

励
ま
し
あ
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
こ
に
は
、
出
陣
す
る
早
慶
の

学
生
た
ち
の
敵
味
方
を
超
え
た

絆
が
刻
ま
れ
て
い
た
。 

　

こ
の
出
来
事
を
描
い
た
『
学

徒
出
陣 
最
後
の
早
慶
戦
』
の

初
版
は
、
１
９
８
０
年
に
発
行

さ
れ
た
。
そ
し
て
２
０
０
８
年

に
映
画
化
さ
れ
、
同
年
に
は
再

版
も
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
17
年

間
絶
版
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

今
回
の
復
刊
を
発
案
し
た
の

は
、『
最
後
の
早
慶
戦
』
保
存

会
会
長
の
中
野
雄
三
郎
氏
（
慶

應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
）。

著
者
松
尾
俊
治
の
孫
に
あ
た

る
。
中
野
氏
は
、
現
在
の
若
い

世
代
が
最
後
の
早
慶
戦
に
つ
い

て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
状
況
に

気
付
き
、
復
刊
を
決
意
す
る
に

至
っ
た
と
い
う
。
２
０
２
５

年
は
「
戦
後
80
年
」「
昭
和

１
０
０
年
」「
六
大
学
野
球
連

盟
１
０
０
周
年
」
と
い
う
大
き

な
節
目
の
年
だ
っ
た
。

　

自
費
出
版
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
が
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
中
野
氏
は「
こ
の
本
は
、

学
徒
出
陣
の
直
前
、
幾
多
の
困

難
を
乗
り
越
え
て
開
催
さ
れ
た

早
慶
戦
に
、
全
て
を
か
け
た
学

生
達
の
物
語
で
す
。
こ
れ
は
単

な
る
野
球
の
記
録
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
争
に
よ
り
青
春
を
突

然
断
ち
切
ら
れ
た
学
生
た
ち
の

「
生
き
た
証
」
で
も
あ
り
ま
す
。

最
後
の
早
慶
戦
に
か
け
た
学
生

た
ち
の
姿
は
、
現
代
を
生
き
る

私
た
ち
に
多
く
の
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。
今
の
平
和
な
日

本
が
あ
る
の
は
、
先
人
た
ち
の

犠
牲
や
努
力
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
る
。
早
慶
戦
や
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
、
仕
事
や
趣
味
に
打
ち

込
め
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
は

な
い
、
そ
れ
が
叶
わ
な
か
っ
た

人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
い
け
な
い
。
最
後
の
早
慶
戦

は
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
べ
き
物

語
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
戦
争

は
今
や
対
岸
の
火
事
で
は
な

い
。
早
慶
の
学
生
を
は
じ
め
、

若
い
人
た
ち
に
こ
そ
読
ん
で
い

た
だ
き
、
過
去
に
自
分
た
ち
と

同
じ
よ
う
な
大
学
生
が
戦
地
に

飛
び
立
ち
亡
く
な
っ
た
事
実
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

が
泥
沼
化
し
つ
つ
あ
り
、
イ
ス

ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ク
、
米
国
三
つ

巴
の
中
東
情
勢
も
混
沌
を
極
め

る
中
で
、
今
回
の
『
学
徒
出
陣 

最
後
の
早
慶
戦
』
復
刊
は
、
母

校
愛
の
強
い
早
稲
田
大
学
と
慶

應
義
大
学
同
窓
生
に
と
っ
て
は

も
ち
ろ
ん
早
慶
の
絆
を
再
確
認

す
る
一
冊
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
ま
た
早
慶
に
は
関
係

の
な
い
者
が
読
ん
だ
と
し
て

も
、
日
本
人
と
し
て
風
化
し
つ

つ
あ
る
戦
争
の
記
憶
を
次
世
代

へ
継
承
す
る
一
つ
の
試
み
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

『最後の早慶戦』を復刻
笠原和夫／松尾俊治・著
『最後の早慶戦』保存会・刊

■やってはいけない睡眠の習慣（内山真、SB新書）ミド
ル世代以降が抱える睡眠の悩みの多くは「近頃なんだかよ
く眠れない」という不眠によるもの。しかし世の中に溢れ
る睡眠指南は睡眠不足とこの不眠を一緒にして解説して
いる。本書は「眠りとは何か」を解説し、人生後半に多く
の人が悩むことになる不眠の対策法を紹介する。■倫敦ス
コーンの謎（米澤穂信、創元推理文庫）小佐内さんとぼくは、
しばしば奇妙な謎に遭遇してきた。そうした謎のほとんど
は「解くべき問題」として提示されてきたけれど、誰も気
づいていない奇妙さにぼくたちが気づくということも、た
まにはあった。人気作家による4編収録の傑作集。小市民
シリーズ番外編２。■ 三十路の逆立ち（くどうれいん、講
談社）はじめての乳がん検診、戒めの「うなぎ地蔵」、そ
して迎えた厄年。書きたくてたまらない日々。忘れたくな
いあの瞬間、飛び込んできたこの気持ち。「生活」に訪れ
る光景、瞬間、出会いの数々など「人生の機微」をいっぱ
いに詰め込んだ、くどうれいんによる23編のエッセイ集。
■豆は煮えたか（朝井まかて、文藝春秋）深川の水茶屋さ
さげやの女主人お玉。亭主を亡くしてから名物豆餅の味は
下がり、閑古鳥が鳴く毎日だ。だがお玉には裏の稼業があ
る。占いが目当ての客はひそかに、ある符牒を告げねばな
らない。豆は煮えたか。やがて、ささげやには行き暮れた
人々が集まる。人知れず特別な力を持つ者たちが織りなす連作短編集。■め
しのせ食堂（山口恵以子、小学館文庫）東京・葛西の住宅街にある「めしの
せ食堂エコ」はカウンター5席の小さな店。女将の自慢のメニューは羽釡で
炊いたご飯と汁物に各地から取り寄せたおいしい「ご飯のおとも」の数々。
営業時間は夜6時から深夜12時まで。出勤前や仕事を終えた人々で、連日
賑わう。■地の底の記憶（畠山丑雄、河出文庫）宇津茂平はかつて鉱山開発
で栄えた日本海側の土地。山の麓に広がる森林と戦前に作られた精神病院、
幻覚をもたらす土着の飲料、ロシア商人ウォロンツォーフと日本人妻の悲恋
など、妄想力で濃密に練りこまれた空想の郷土史、代々この地に生きる人々
と来訪者の愛と狂気。100年を超える時間を描いた緻密な物語。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
「
不
眠
」の
最
適
な
解
決
法
。米
澤
穂
信
の
小
市
民
シ
リ
ー
ズ
番
外
編
２
。「
人
生
の
機
微
」

を
詰
め
込
ん
だ
エ
ッ
セ
イ
集
。
特
別
な
力
を
持
つ
者
た
ち
の
連
作
短
編
集
。
ご
飯
が
進
む

「
め
し
の
せ
」
が
主
役
の
小
説
。
あ
る
土
地
に
生
き
る
人
々
の
愛
と
狂
気
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
日
、
激
し
い
山
火
事
が

森
を
襲
い
、
コ
ア
ラ
は
大
好
き

だ
っ
た
家
族
と
家
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
悲
し
み
と
絶
望
に

暮
れ
る
コ
ア
ラ
は
、
同
じ
く
火

災
を
生
き
延
び
た
、
人
の
よ
う

に
言
葉
を
話
し
動
く
こ
と
も
で

き
る
「
小
さ
な
木
」
と
出
会
い

ま
す
。「
こ
の
場
所
の
魔
法（
か

つ
て
の
輝
き
や
命
）
を
消
し
て

は
い
け
な
い
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
励
ま

し
合
い
、
ふ
た
り
は
灰
の
中
を

旅
し
な
が
ら
、
ユ
ー
カ
リ
の
種

を
一
つ
ひ
と
つ
地
面
に
植
え
て

歩
き
ま
す
。
旅
の
終
わ
り
、
植

え
続
け
た
種
か
ら
た
く
さ
ん
の

芽
が
出
て
、
森
は
再
び
鮮
や
か

な
虹
色
の
生
命
で
溢
れ
か
え
る

の
で
し
た
。

　

山
火
事
で
何
も
か
も
失
っ
て

し
ま
っ
た
１
匹
の
コ
ア
ラ
と
、

擬
人
化
さ
れ
た
「
小
さ
な
木
」

が
荒
廃
し
た
森
を
再
生
さ
せ
る

た
め
に
旅
す
る
、
切
な
く
も
希

望
に
満
ち
た
冒
険
と
再
生
の
物

語
。
絶
滅
危
惧
種
や
自
然
保
護

を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
「The 

Endangered Series

」
の
一

冊
と
し
て
出
版
。
自
分
た
ち
の

手
で
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
る
。（
高
田
）

絶
望
か
ら
の
冒
険
と
再
生
の
物
語

 『The Koala and the Little Tree』
Written by Alissa Malnati

Published by Little Steps Publishing

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
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紋
章
に
も
た
び
た
び
使
わ
れ

る
高
貴
さ
と
誇
り
を
象
徴
す
る

優
美
な
馬
は
高
級
馬
具
工
房

に
ル
ー
ツ
を
も
っ
て
創
業
し

た
、
馬
車
と
従
者
を
描
い
た
ロ

ゴ
を
象
徴
と
す
る
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ル
メ

ス (Hermès) 

や
、
馬
に
ま
た

が
る
騎
士
の
姿
（
馬
上
の
騎
士

＝
エ
ク
エ
ス
ト
リ
ア
ン
ナ
イ

ト
）
を
採
用
し
た
ト
レ
ン
チ
コ

ー
ト
で
有
名
な
バ
ー
バ
リ
ー 

(Burberry)

、 

乗
馬
の
世
界
か

ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

た
「
ホ
ー
ス
ビ
ッ
ト
（
馬
の
く

つ
わ
）」
が
ア
イ
コ
ン
で
、
バ

ッ
グ
や
シ
ュ
ー
ズ
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
に
馬
具
の
デ
ィ
テ
ー

ル
を
上
品
に
取
り
入
れ
た
グ

ッ
チ (GUCCI)

な
ど
に
使
わ

れ
た
。
そ
の
他
、
ポ
ロ 

ラ
ル

フ
ロ
ー
レ
ン (POLO RALPH 

LAUREN):

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の

乗
馬
ス
ポ
ー
ツ
「
ポ
ロ
」
の
プ

レ
イ
ヤ
ー
を
ロ
ゴ
に
採
用
し
、

馬
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
あ
し
ら
わ

れ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
キ
ャ
ッ
プ

は
世
界
的
な
定
番
。
凱
旋
門
賞

が
開
催
さ
れ
る
競
馬
場
に
由
来

し
、
疾
走
す
る
馬
の
シ
ル
エ
ッ

ト
を
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
と
し
た
フ

ラ
ン
ス
・
パ
リ
発

祥
の
ロ
ン
シ
ャ
ン 

(LONGCHAMP)

。

ブ
ラ
ン
ド
名
を
世

界
で
初
め
て
四
輪

馬
車
を
製
造
し
た

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
街

「
コ
チ
」
に
由
来
す

る
、
馬
車
と
馬
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
「
ホ
ー
ス
＆
キ

ャ
リ
ッ
ジ
」
が
有
名
な
コ
ー
チ 

(COACH)

。日
本
で
は
、「
竜
馬
・

神
馬
・
駿
馬
」
と
い
う
中
国
の

故
事
に
由
来
す
る
３
頭
の
馬
の

マ
ー
ク
を
長
靴
な
ど
の
製
品
に

入
れ
て
い
る
、
創
業
１
０
０
年

を
誇
る
北
海
道
小
樽
市
に
本
社

を
置
く
老
舗
ゴ
ム
製
品
メ
ー
カ

ー
の
ミ
ツ
ウ
マ
。
こ
の
よ
う
に

文
化
を
越
え
て
馬
は
、
希
望
や

繁
栄
を
運
ぶ
企
業
理
念
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
好
ま
れ
て

き
た
。

　

さ
て
、「
馬
は
人
を
踏
ま
な

い
」
と
い
う
性
質
か
ら
、
交
通

安
全
の
お
守
り
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
馬
の
ひ
づ
め
に

は
保
護
の
た
め
、
金
属
製
の
Ｕ

字
型
「
蹄
鉄
」
が
付
け
ら
れ
る
。

「
馬
蹄
」
と
は
、
蹄
鉄
を
含
む

蹄(

ひ
ず
め)

の
保
護
具
全
般

を
指
す
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
イ
ン

テ
リ
ア
と
し
て
使
わ
れ
る
「
蹄

鉄
」
は
「
馬
蹄
（
ホ
ー
ス
シ
ュ

ー
）」
と
呼
ば
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は『
幸
運
の
象
徴
』で「
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
ラ
ッ

キ
ー
ア
イ
テ
ム
で
根
強
い
人
気

が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
上
向

き
の
「
Ｕ
」
と
い
う
形
が
幸
運

を
受
け
止
め
て
蓄
え
る
器
に
な

り
、
下
向
き
に
す
る
と
不
運
を

落
と
し
て
幸
運
を
注
ぎ
込
む
と

い
わ
れ
、「
魔
除
け
」
と
し
て

玄
関
に
飾
っ
た
り
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
や
指
輪
と
し
て
身
に
付
け
た

り
と
世
界
中
で
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
。

津

延

美

衣

(
つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資

格
者
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・ 

ア
ー

ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
な

ど
知
識
を
元
に
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ

ュ
レ
タ
ー
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ

エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/ 

102

縁
起
物
と
宝
石
「
今
年
の
干
支
『
午

（
馬
）』
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
５
」
22

ペンダント馬蹄
（k18／ダイヤモンド）

　

日
本
で
乳
腺
外
科
医
と
し
て

働
い
て
い
た
石
井
京（
い
し
い
・

け
い
）
さ
ん
（
30
）
は
、
２
年

前
に
来
米
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
州
立
大
学
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

学
び
な
が
ら
、
医
療
Ａ
Ｉ
分
野

へ
の
挑
戦
を
開
始
し
た
。
臨
床

現
場
で
は
患
者
側
の
課
題
だ
け

で
な
く
、
医
療
従
事
者
が
抱
え

る
業
務
負
担
や
人
手
不
足
と
い

っ
た
課
題
も
数
多
く
経
験
し
て

き
た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、

Ａ
Ｉ
は
医
療
従
事
者
に
取
っ
て

代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り

良
い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
の

重
要
な
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

開
業
医
で
あ
る
父
が
、
地
域

に
根
差
し
た
患
者
フ
ァ
ー
ス

ト
の
医
療
を
提
供
す
る
姿
を

間
近
で
見
て
育
ち
、
自
然
と

医
師
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
２
１
年
に
岩
手
医
科
大
学

を
卒
業
後
、
初
期
臨
床
研
修
を

修
了
し
、
乳
腺
外
科
医
と
し
て

乳
が
ん
診
療
に
従
事
し
た
。
多

く
の
患
者
と
向
き
合
う
中
で
、

「
忙
し
く
て
受
診
の
機
会
を
逃

し
て
し
ま
っ
た
」「
病
院
で
長

時
間
待
た
さ
れ
る
こ
と
が
負
担

だ
っ
た
」「
受
診
そ
の
も
の
に

不
安
や
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
」

と
い
っ
た
声
を
数
多
く
耳
に
し

た
。
こ
の
経
験
か
ら
、
医
療
ア

ク
セ
ス
の
改
善
と
早
期
診
断
の

重
要
性
を
強
く
実
感
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

海
外
に
目
を
向
け
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
岩
手
県
立

中
央
病
院
勤
務
時
代
に
、
横
浜

市
で
開
催
さ
れ
た
乳
が
ん
学
会

に
参
加
し
た
こ
と
だ
。
講
義
し

た
米
国
の
医
師
が
医
師
免
許
だ

け
で
な
く
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
ビ
ジ
ネ
ス

分
野
で
の
修
士
号
も
持
っ
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
米
国
で
は
複

数
の
修
士
号
や
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ

ン
ス
で
働
い
て
い
る
多
く
の
医

師
が
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。　

　

そ
ん
な
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
家
庭
で
取
り
扱
え
る
小
型

の
超
音
波
検
査
機
が
開
発
さ
れ

た
こ
と
も
知
る
。
発
見
が
遅
れ

た
か
ら
治
療
も
大
変
に
な
る
。

も
う
少
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で

自
分
の
病
気
に
気
が
付
く
方
法

は
な
い
も
の
か
と
思
っ
て
い
た

矢
先
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
医

療
Ａ
Ｉ
分
野
で
の
知
識
と
結
び

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
自

分
の
将
来
の
医
師
と
し
て
の
職

業
を
側
面
、
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
真
正
面
か
ら
支
え
て
く
れ

る
大
き
な
力
に
な
る
と
確
信
し

た
。

　

現
在
は
、
米
国
の
医
療
Ａ

Ｉ
企
業
で
あ
るUbie

の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
支
社
で
、Medical 

Strategy

の
一
員
と
し
て
勤
務

し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
症
状
評

価
・
ト
リ
ア
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
や

患
者
向
け
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
米
国
最
大
級
の
医
療

機
関
の
一
つ
で
あ
る
メ
イ
ヨ

ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
画
し
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
適
切
な
受
診
先
案
内

の
精
度
検
証
を
担
当
し
て
い

る
。
現
在
は
米
国
医
師
免
許
取

得
に
向
け
た
準
備
も
進
め
て
い

る
。（
三
浦
良
一
記
者
、写
真
も
）

日
本
で
の
医
師
経
験
を
米
医
療
Ａ
Ｉ
に
生
か
す

  医療 AI 企業で臨床戦略担当

石井 京さん 

https://mijikan.blogspot.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
tel:2122136069
https://www.uemurachiropractic.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.easeny.com/
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こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
で

は
、
６
月
29
日
か
ら
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
今
年
は

「
夏
を
楽
し
も
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、夏
な
ら
で
は
の
活
動（
水

遊
び
や
お
祭
り
な
ど
）に
加
え
、

外
部
講
師
を
招
い
た
さ
ま
ざ
ま

な
ク
ラ
ス
（
和
太
鼓
や
空
手
な

ど
）
を
体
験
す
る
。

　

今
週
は
涼
し
い
ホ
ー
ル
で
、

ダ
ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
の
ズ
ン
バ
ク
ラ
ス
を
体

験
し
た
。
３
・
４
歳
ク
ラ
ス
で

は
、
子
ど
も
達
の
大
好
き
な
ア

ニ
メ
の
曲
が
流
れ
る
と
そ
れ
だ

け
で
大
興
奮
。
日
米
で
そ
れ
ぞ

れ
親
し
ま
れ
て
い
る
曲
に
合

わ
せ
て
自
由
に
体
を
動
か
す

と
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
水
浴
び

を
し
た
よ
う
な
汗
を
か
い
て
い

た
。
５
〜
７
歳
ク
ラ
ス
で
は

「
こ
の
曲
流
し
て
ー
」
と
リ
ク

エ
ス
ト
が
溢
れ
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
身
体
を
動
か
す
子
ど
も
達

に
、
講
師
が
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
心
も
体
も
開
放
さ
れ

て
、楽
し
ん
だ
ズ
ン
バ
ク
ラ
ス
。

「
も
う
こ
れ
で
お
し
ま
い
？
も

う
（
先
生
に
）
会
え
な
い
の
？
」

と
ま
だ
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
溢
れ
る
子
ど
も
達
か
ら
の
言

葉
で
１
週
間
目
を
終
え
た
。

こどものくに幼稚園
サマースクール開始

　
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の
成

長
の
軌
跡
を
ア
ー
ト
と
し
て

辿
る
世
界
巡
回
型
展
示
会

「CAPTAIN TSUBASA ONE 
W

ORLD

」
が
17
日
（
金
）
か

ら
21
日
（
火
）
ま
で
、Jutta 

Gallery

（
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
通

り
１
０
４
番
地
１
Ｅ
号
）
で
開

催
さ
れ
る
。

　
『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
は
、
高

橋
陽
一
氏
に
よ
る
世
界
的
に
有

名
な
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
漫
画
作

品
で
、天
才
サ
ッ
カ
ー
少
年「
大

空
翼
（
お
お
ぞ
ら
・
つ
ば
さ
）」

が
、
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
競
い
合

い
な
が
ら
世
界
一
の
選
手
を
目

指
す
物
語
。１
９
８
１
年
に「
週

刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
で
連
載
が

始
ま
り
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
ブ

ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
高
橋
氏
が
描
き

下
ろ
し
た
新
作
ア
ー
ト
が
初
披

露
さ
れ
、
世
界
に
1
点
の
み
の

限
定
作
品
「No.001 Captain 

Tsubasa

」
の
公
開
も
予
定
。

チ
ケ
ッ
ト
は
限
定
グ
ッ
ズ
付
き

で
20
ド
ル
〜
１
５
０
ド
ル
。
チ

ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://gallery.gaaat.com

を
参
照
す
る
。

Juttaギャラリー
21日まで開催

「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
」
ア
ー
ト
展

17
日
か
ら
Ｎ
Ｙ
で
世
界
巡
回
展

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、
７

月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
七
夕
飾

り
を
設
置
し
た
。
同
校
で
は
、

日
本
の
代
表
的
な
伝
統
行
事
で

あ
る
七
夕
に
取
り
組
む
こ
と
で

夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
、
季
節

の
移
ろ
い
を
意
識
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

七
夕
飾
り
は
１
・
２
年
生
児

童
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
、

１
〜
９
年
生
の
全
校
児
童
生
徒

と
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い

を
短
冊
に
書
い
て
笹
に
吊
る
し

た
。「
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

教
職
員
が
健
康
で
元
気
に
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
」「
Ｎ
Ｊ
校
の

ア
イ
ド
ル
に
な
れ
ま
す
よ
う

に
」「
英
検
に
合
格
し
ま
す
よ

う
に
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
願

い
が
短
冊
に
込
め
ら
れ
て
い

た
。
飾
り
の
周
り
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
お
互
い
の
短
冊
を
読

み
合
う
姿
が
見
ら
れ
、
自
分
と

は
異
な
る
視
点
や
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
る
こ
と
で
、
互
い
を

思
い
や
る
心
を
育
む
貴
重
な
ひ

と
と
き
と
な
っ
た
。

七
夕
飾
り
を
設
置

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
中
等
部

８
年
生
は
、
６
月
26
日
に
職
場

体
験
学
習
を
、こ
ぐ
ま
幼
稚
園
、

パ
ラ
マ
ス
図
書
館
、
ヤ
マ
ト
・

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
実

施
し
た
。
今
回
の
職
場
体
験
学

習
で
は
「
働
く
こ
と
の
意
味
を

考
え
る
こ
と
」「
社
会
の
中
で

必
要
な
態
度
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

こ
と
」「
自
分
の
将
来
や
学
び

方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
の

３
点
を
目
標
と
し
た
。
体
験
に

先
立
ち
、
生
徒
た
ち
は
お
世
話

に
な
る
事
業
所
へ
事
前
連
絡
を

行
っ
た
。
電
話
で
の
や
り
と
り

に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
言
葉
遣

い
や
伝
え
る
内
容
を
確
認
し
、

自
分
た
ち
で
準
備
を
進
め
る
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
で
実
際
に
働
く
方
々
の
姿
を

間
近
で
見
た
り
、
仕
事
の
一
部

を
体
験
し
た
り
し
て
、
仕
事
の

内
容
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
働

く
方
々
の
表
情
や
言
葉
遣
い
、

周
囲
を
見
て
行
動
す
る
姿
勢
に

も
注
目
し
た
。
体
験
後
は
「
働

く
こ
と
の
大
変
さ
が
分
か
っ

た
」「
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が

仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
な
が
る

と
感
じ
た
」「
あ
い
さ
つ
や
質

問
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付

い
た
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
職
場
体
験
学
習
を
通

し
て
、
生
徒
た
ち
は
社
会
で
働

く
こ
と
の
意
味
や
、
自
分
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

を
得
た
。

「
働
く
」を
見
つ
め
た
一
日

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
8
年
生

見に行
こう！

https://jp.kennedyinternational.org/
https://alto-edu.com/
http://ze-edu.com
https://icu-h.ed.jp/admin/usasession2026.html
https://gallery.gaaat.com
https://gallery.gaaat.com
https://gallery.gaaat.com
https://gallery.gaaat.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

４．米国大学受験に
関する質問（１）

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ
れ
ま
で

米
国
大
学
進
学
に
関
す
る
基
本

事
項
を
詳
し
く
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
は
、

受
験
生
や
保
護
者
の
方
か
ら
の

質
問
や
疑
問
に
お
応
え
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ガ
シ
ー
受
験
と
は
何
か
？

Ｑ
：
米
国
生
ま
れ
の
息
子
が
お

り
ま
す
。
中
学
で
日
本
に
帰
国

し
、
そ
の
後
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
に
ず
っ
と
通
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
11
年
生
を

終
わ
っ
た
ば
か
り
で
米
国
大
学

進
学
希
望
で
す
が
、
９
〜
11
年

生
の
平
均
成
績
は
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
質
問
で

す
。
夫
は
米
国
人
で
有
名
大
学

出
身
な
の
で
す
が
、
そ
の
場
合

子
供
が
「
レ
ガ
シ
ー
枠
」
を
使

っ
て
、
同
じ
大
学
に
受
験
生
と

し
て
優
遇
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
。
息
子
は
こ
の
よ
う
な
成
績

で
も
レ
ガ
シ
ー
枠
で
父
親
と
同

じ
大
学
に
入
れ
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。（
東
京
、
母
）

Ａ:

「
レ
ガ
シ
ー
枠
受
験
」
に

つ
い
て
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
受
験
生
の
両

親
や
祖
父
母
な
ど
の
い
ず
れ
か

が
同
じ
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る

場
合
に
、「
レ
ガ
シ
ー
枠
」
と

し
て”Early Decision”

の
申

請
時
に
優
遇
さ
れ
る
と
い
う
も

の
で
す
。
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
等

の
伝
統
的
な
有
名
校
で
古
く
か

ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る
制
度
で

す
。
こ
の
枠
に
該
当
す
る
と
、

確
か
に
一
般
の
受
験
生
よ
り
も

合
格
す
る
確
率
は
上
が
り
ま

す
。
し
か
し
、
レ
ガ
シ
ー
枠
は

い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
パ
ス
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
大
学
に
よ

っ
て
も
基
準
は
異
な
り
ま
す

が
、
一
般
論
と
し
て
は
、
次
の

事
柄
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
）
Ｇ
Ｐ
Ａ
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
、

Extracurriculars

（
課
外
活

動
）
が
そ
の
大
学
基
準
に
達
し

て
い
る

　

レ
ガ
シ
ー
枠
は
、
そ
の
多
く

が
エ
リ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
す
の

で
、
そ
の
大
学
の
学
習
面
で
の

基
準
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば

ポ
ー
ツ
、
そ
の
他
の
社
会
貢
献

等
）
は
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
、

一
部
の
例
で
は
、
数
学
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
論
文
出
版
、
な
ん
ら

か
の
大
会
で
何
位
を
取
っ
た
な

ど
の
経
歴
の
持
ち
主
も
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
高
い
基
準
事
項

を
十
分
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
寄
付
金
の
問
題

　

寄
付
金
に
関
す
る
事
項
は
大

学
内
部
で
の
不
透
明
な
情
報
と

な
り
、
一
定
の
ポ
リ
シ
ー
を
公

表
し
て
い
る
大
学
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が

ら
、「
レ
ガ
シ
ー
」
＝
「
家
族

代
々
で
の
継
続
し
た
大
学
へ
の

貢
献
」
を
期
待
さ
れ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
寄
付
金
を
求
め
ら
れ

る
可
能
性
は
否
め
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
の
エ
リ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
は

非
常
に
高
い
授
業
料
の
上
、
さ

ら
に
寄
付
金
な
ど
が
加
算
さ
れ

る
な
ら
、
日
本
人
の
感
覚
で
は

あ
り
得
な
い
レ
ベ
ル
の
金
額
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
レ
ガ
シ
ー
枠
は

一
言
で
簡
単
な
も
の
で
は
な

く
、
最
低
限
そ
の
大
学
の
一
般

基
準
に
達
し
て
い
な
い
と
困
難

で
す
。ま
た
多
く
の
大
学
が「
お

金
持
ち
を
優
遇
し
て
い
る
」
な

ど
と
世
間
か
ら
の
批
判
を
受
け

て
、
こ
の
制
度
を
次
々
と
廃
止

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
も

ち
ろ
ん
該
当
す
る
大
学
に
直
接

問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
息
子
さ

ん
の
能
力
と
将
来
の
希
望
に
応

じ
た
最
適
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

つ
大
学
は
ど
こ
か
、
ど
う
い
っ

た
環
境
項
目
を
重
視
し
た
い
の

か
、
と
い
っ
た
総
合
的
な
リ
サ

ー
チ
に
基
づ
い
て
候
補
校
を
数

校
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
あ
る
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
で
の「
レ
ガ
シ
ー
合
格
者
」

は
、
一
般
合
格
者
よ
り
も
Ｇ
Ｐ

Ａ
や
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
平
均
値
が
高
い

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。「
点

数
が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず
親
の

コ
ネ
で
入
学
で
き
た
」
＝
「
不

公
平
」
と
い
う
偏
見
を
大
学
は

避
け
た
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
基
準
に
は
非
常
に

厳
し
い
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん

ご
主
人
が
卒
業
さ
れ
た
大
学
に

直
接
お
話
を
聞
か
れ
る
べ
き
で

す
が
、
息
子
さ
ん
の
場
合
は
、

現
在
ま
で
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
「
あ
ま

り
良
く
な
い
」
と
の
こ
と
で

す
。
一
方
、
レ
ガ
シ
ー
枠
の
受

験
生
の
多
く
は
、Advanced 

Placement 
やHonor Class

な
ど
と
い
っ
た
大
学
レ
ベ
ル

の
授
業
を
高
校
で
履
修
し
て

お
り
、
４
段
階
評
価
で
も
そ

れ
を
超
え
て
４
以
上
の
成
績

で
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
ま
た

Extracurriculars

に
関
し
て

も
一
般
の
受
験
生
と
同
じ
か
そ

れ
以
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
基

本
的
な
課
外
活
動
（
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス

　

帰
国
生
入
試
を
考
え
始
め
る

と
、「
ど
の
科
目
を
勉
強
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
」
と
い
う
質
問

を
よ
く
受
け
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
学
力
試
験
の
対
策
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
帰
国
生

入
試
で
は
試
験
の
点
数
だ
け
で

合
否
が
決
ま
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
学
校
は
、
試
験
当
日
の
結

果
だ
け
で
な
く
入
学
後
に
学
び

続
け
る
力
や
、
学
校
生
活
の
中

で
成
長
し
て
い
け
る
か
ど
う
か

と
い
う
視
点
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、
最
も
基
本
と
な
る
の

は
学
力
で
す
。
中
学
受
験
で
は

英
語
を
活
用
で
き
る
入
試
方
式

が
あ
っ
て
も
、
算
数
や
国
語
を

課
す
学
校
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
高
校
受
験
で
も
、
英
語
に

加
え
て
数
学
や
国
語
な
ど
の
学

力
が
重
視
さ
れ
る
学
校
が
多
く

あ
り
ま
す
。
帰
国
生
入
試
は
一

般
入
試
と
は
制
度
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、「
学
ぶ
力
」

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
見
ら
れ
る
の
が
「
考
え

る
力
」
と
「
伝
え
る
力
」
で

す
。
面
接
や
作
文
を
実
施
す
る

学
校
で
は
、
正
解
を
答
え
る
こ

と
以
上
に
、
自
分
の
考
え
を
論

理
的
に
説
明
で
き
る
か
が
重
視

さ
れ
ま
す
。「
海
外
生
活
で
一

番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
で

す
か
」「
現
地
で
苦
労
し
た
こ

と
は
何
で
す
か
」
と
い
っ
た
質

問
に
対
し
て
も
、
出
来
事
を
並

べ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
経
験
か
ら
何
を

学
び
、
そ
れ
が
自
分
を
ど
う
成

長
さ
せ
た
の
か
ま
で
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、「
海
外
経
験
」
そ
の

も
の
が
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
は

な
い
点
も
理
解
し
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。
同
じ
国
で
同
じ

よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
て

も
、そ
の
経
験
か
ら
何
を
感
じ
、

ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
は
一

「
受
験
科
目
と
し
て
の

『
英
語
』
の
利
用
」

19

人
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。
学
校

が
知
り
た
い
の
は
「
海
外
に
住

ん
で
い
た
」
と
い
う
事
実
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
経
験
を
ど
の

よ
う
に
自
分
の
力
へ
と
変
え
て

き
た
か
で
す
。

　

さ
ら
に
、多
く
の
学
校
で
は
、

将
来
性
や
学
ぶ
意
欲
も
選
考
の

中
で
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
面
接
で
は
受

験
勉
強
の
話
だ
け
で
な
く
、
学

校
生
活
で
挑
戦
し
た
い
こ
と
や

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
明
確

な
将
来
像
が
決
ま
っ
て
い
な
く

て
も
構
い
ま
せ
ん
。
大
切
な
の

は
、
自
分
の
言
葉
で
考
え
を
伝

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
帰
国
生
入
試

の
準
備
は
、
問
題
集
を
解
く
だ

け
で
は
十
分
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
「
な
ぜ
そ
う
思

う
の
か
」「
ど
ん
な
こ
と
を
学

ん
だ
の
か
」
を
言
葉
に
す
る
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
が
、
面
接
や

作
文
の
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
庭
で
の
会
話
や
学
校
で
の
出

来
事
を
振
り
返
る
こ
と
も
、
立

派
な
受
験
準
備
の
一
つ
で
す
。

　

帰
国
生
入
試
は
「
英
語
が
で

き
る
」「
海
外
に
住
ん
で
い
た
」

と
い
う
事
実
だ
け
を
評
価
す
る

制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力

を
土
台
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

経
験
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
成
長
し

て
い
き
た
い
の
か
を
示
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

受
験
勉
強
と
い
う
と
、
つ
い

点
数
ば
か
り
に
目
が
向
き
が
ち

で
す
。
し
か
し
、
学
校
が
見
て

い
る
の
は
点
数
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
々
の
学
び
や
経
験

を
積
み
重
ね
、
自
分
の
言
葉
で

伝
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
続
け

る
こ
と
が
、
帰
国
生
入
試
で
力

を
発
揮
す
る
た
め
の
大
切
な
土

台
と
な
る
の
で
す
。

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
、
森

本
恵
作
校
長
）
は
６
月
18
日

（
木
）、
初
等
部
１
年
生
の
生
活

科
移
動
教
室
を
行
っ
た
。
当
日

は
天
候
に
恵
ま
れ
「
う
み
べ

で
あ
そ
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、

Greenwich Point Park

（
グ

リ
ニ
ッ
ジ
・
ポ
イ
ン
ト
・
パ
ー

ク
）
で
２
つ
の
活
動
に
取
り
組

ん
だ
。

 　
１
つ
目
の
「
生
き
物
探
し
」

で
は
「
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
見
つ
け

た
い
」
と
浜
辺
へ
出
か
け
た
。

な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
諦
め

か
け
た
そ
の
時
、
最
後
の
最
後

に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
発
見
。
子
供

た
ち
は
「
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、

勇
気
を
出
し
て
触
っ
て
み
た

よ
！
」
と
大
興
奮
の
様
子
だ
っ

た
。

 　
２
つ
目
の
活
動
は
「
砂
遊

び
」。
事
前
に
ク
ラ
ス
で
決
め

た
「
砂
の
お
城
作
り
」
に
挑
戦
。

バ
ケ
ツ
や
プ
リ
ン
の
空
き
カ
ッ

プ
で
城
を
型
取
り
、
ス
コ
ッ
プ

で
山
や
水
路
を
夢
中
で
作
っ
て

い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
満
潮
の
時

間
が
重
な
っ
た
。
お
城
の
周
り

へ
一
気
に
海
水
が
流
れ
込
み
、

思
い
が
け
な
い
「
海
水
の
池
」

の
出
現
に
子
供
た
ち
は
大
は
し

ゃ
ぎ
だ
っ
た
。

 　

Greenwich Point Park

の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
た
こ
と

で
、
諦
め
な
い
心
と
自
然
の
不

思
議
に
触
れ
た
驚
き
が
詰
ま
っ

た
、充
実
し
た
一
日
と
な
っ
た
。

カ
ブ
ト
ガ
ニ
発
見
し
た
よ
！

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
移
動
教
室

http://www.kodomony.org
https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.seido.com
https://japaneseschool.org/campus/manhattan1/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル
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　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

N
Y
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
小
５

金
子　

あ
や
の

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ア
ジ
サ
イ
の
会

島
村　

美
枝
子

テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語

補
習
校
中
２

吉
井　

榛
菜

N
Y
小
山
書
道
教
室
小
２土

屋　

な
な

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
２

高
ノ
原　

希
咲

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会

川
口　

英
子

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（56）

　

Ｎ
さ
ん
が
子
育
て
の
苛
立
ち

を
訴
え
ま
す
。
元
々
は
キ
ャ
リ

ア
志
向
だ
っ
た
Ｎ
さ
ん
で
す

が
、
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
期
の

困
難
を
乗
り
越
え
子
供
と
の
絆

が
深
ま
り
、
今
で
は
家
族
を
優

先
に
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
両
親
の
愛
情
に

包
ま
れ
て
育
つ
子
供
さ
ん
は
の

び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
Ｎ
さ
ん
に
色
々
な
質
問

を
ぶ
つ
け
た
り
、
少
し
で
も
一

緒
に
い
た
い
と
「
自
己
中
心
的

な
」
行
動
を
と
る
そ
う
で
す
。

　

14
歳
で
親
元
を
離
れ
全
寮
制

の
学
校
で
生
活
を
始
め
た
Ｎ
さ

ん
。
わ
か
ら
な
い
事
は
自
分
で

調
べ
た
り
先
生
に
質
問
し
ま
し

た
。ま
た
友
人
の
輪
を
広
げ「
自

立
」
に
繋
が
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
経
験
は
現
在
の
責
任
感
と

社
交
性
を
培
い
、
キ
ャ
リ
ア
に

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

Ｎ
さ
ん
に
は
子
供
さ
ん
の
言
動

が
「
依
存
の
塊
」
に
見
え
危
機

感
が
高
ま
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

で
す
が
、
４
歳
児
に
と
っ
て

知
的
好
奇
心
は
思
考
能
力
の
育

成
に
大
切
な
要
素
で
あ
り
、
親

へ
の
甘
え
は
年
齢
相
応
な
愛
着

で
は
な
い
か
と
お
伺
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
か
ら
の

全
て
の
質
問
に
正
し
く
答
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
Ｎ
さ

ん
の
完
璧
主
義
が
疲
弊
の
一
因

に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
さ
ん
と
子
供
さ
ん
は
こ
の

夏
は
一
緒
に
「
な
ぜ
？
」「
ど

う
し
て
？
」
を
探
り
な
が
ら
親

子
で
時
間
と
努
力
の
共
有
と
い

う
特
別
な
体
験
を
す
る
こ
と
に

し
た
そ
う
で
す
。

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

 

子
育
て
と
完
璧
主
義

　

老
舗
害
虫
駆
除
会
社
オ
ー
キ

ン
は
７
日
、
夏
に
活
発
化
す
る

ベ
ッ
ド
バ
グ
（
ト
コ
ジ
ラ
ミ
）

の
蔓
延
が
深
刻
な
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
「
２
０
２
６
年
オ
ー
キ
ン

ズ
・
ベ
ッ
ド
バ
グ
・
シ
テ
ィ
ー

ズ
」
リ
ス
ト
を
公
表
し
た
。

　

同
最
新
の
デ
ー
タ
は
昨
年
５

月
12
日
か
ら
6
年
５
月
12
日
ま

で
、
同
社
が
都
市
部
の
住
宅
、

商
業
施
設
で
ベ
ッ
ド
バ
グ
駆
除

を
行
っ
た
結
果
に
基
づ
い
て
い

る
。
人
口
１
人
当
た
り
の
ベ
ッ

ド
バ
グ
数
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
シ
カ
ゴ
で
、
以
下
上
位
５
位

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
デ
ト
ロ
イ

ト
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
だ
っ
た
。
オ

ハ
イ
オ
州
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
を

含
む
６
都
市
が
上
位
50
位
内
に

入
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
市
は
昨
年

比
３
位
上
昇
で
12
位
だ
っ
た
。

　

成
虫
の
大
き
さ
は
０
・
18
イ

ン
チ
（
約
４
・
６
ミ
リ
）
と
小

さ
い
た
め
見
つ
け
に
く
く
、
知

ら
な
い
間
に
噛
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
同
社
の
昆
虫
学
者

の
シ
ャ
ノ
ン
・
ス
ケ
ッ
ド
博
士

は
、
ベ
ッ
ド
バ
グ
は
殺
虫
剤
成

分
に
強
い
耐
性
を
持
ち
、
家
や

ホ
テ
ル
の
部
屋
に

一
度
住
み
着
く
と

駆
除
が
難
し
い
害

虫
で
、
割
れ
目
や

隙
間
、
私
物
に
隠

れ
る
こ
と
が
う
ま

い
た
め
、
夏
休
み

の
渡
航
先
に
到
着

し
た
ら
、
鞄
を
開

け
る
前
に
室
内
の

ベ
ッ
ド
な
ど
を
確

認
す
る
よ
う
指
摘
し
て
い
る
。

ベ
ッ
ド
バ
グ
は
楕
円
形
で
赤
茶

色
、
部
屋
の
中
の
カ
ー
テ
ン
や

夏休みはベッドバグに注意
最もベッドバグが多い都市はシカゴ

 　
Ｎ
Ｙ
州
保
健
局
は
９
日
、

Ｎ
Ｙ
市
内
２
７
３
人
を
含
む
同

州
在
住
の
約
４
０
０
人
の
市
民

が
寄
生
虫
が
原
因
の
サ
イ
ク
ロ

ス
ポ
ー
ラ
症
に
感
染
し
た
と
発

表
し
た
。

　

微
小
な
寄
生
虫
サ
イ
ク
ロ
ス

ポ
ー
ラ
・
カ
エ
タ
ネ
ン
シ
ス
は
、

汚
染
さ
れ
た
食
品
や
水
を
摂
取

す
る
こ
と
で
感
染
す
る
。
致
死

性
は
な
い
が
、
主
に
腹
痛
、
筋

肉
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
を

引
き
起
こ
し
、
水
様
性
下
痢
が

１
か
月
以
上
続
く
こ
と
も
あ

る
。
米
疫
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
の
10
日
時
点
で

の
報
告
に
よ
る
と
、
同
感
染
症

で
国
内
で
80
人
以
上
が
入
院
し

た
。
主
に
熱
帯
、
亜
熱
帯
地
域

で
見
ら
れ
る
が
、
北
米
地
域
で

も
同
寄
生
虫
が
繁
殖
す
る
春
や

夏
に
増
殖
し
、
２
０
２
６
年
は

通
年
よ
り
も
感
染
報
告
が
著
し

く
多
い
と
い
う
。
国
内
で
は
17

州
で
蔓
延
し
て
お
り
、
最
多
の

ミ
シ
ガ
ン
州
で
は
感
染
者
数
が

１
０
０
０
人
以
上
と
な
っ
て
い

る
。
感
染
拡
大
の
原
因
は
分
か

っ
て
い
な
い
が
、
同
保
健
局
は

汚
染
の
可
能
性
が
あ
る
食
品
に

は
パ
ク
チ
ー
や
サ
ラ
ダ
ミ
ッ
ク

ス
、
バ
ジ
ル
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、

ラ
ズ
ベ
リ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る

と
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
生
野
菜
や
果
物
、
サ
ラ

ダ
ミ
ッ
ク
ス
は
食
べ
る
前
に

徹
底
的
に
洗
い
、
レ
タ
ス
は

丸
ご
と
で
買
う
、
同
寄
生
虫

は
華
氏
１
５
８
度
（
摂
氏
70

度
）
の
過
熱
で
死
滅
す
る
た
め

で
き
る
だ
け
野
菜
な
ど
は
過
熱

し
、
下
痢
な
ど
が
数
日
以
上
続

き
サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
症
感
染

の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
る
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。
人
と
人

の
直
接
感
染
は
基
本
的
に
な

い
。
同
感
染
症
に
関
す
る
詳
細

は
同
保
健
局https:// www.

health.ny.gov/diseases/
co

m
m

u
n

ica
b

le
/

cyclosporiasis/fact_sheet.
htm

を
参
照
す
る
。

シ
ー
ツ
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に

付
い
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
、
鞄
は
ベ
ッ
ド
や
家
具
か
ら

離
れ
た
棚
や
ラ
ッ
ク
の
上
に
置

き
、
帰
宅
後
は
鞄
の
中
に
潜
ん

で
い
な
い
か
再
確
認
し
、
洋
服

な
ど
は
30
〜
40
分
ド
ラ
イ
ヤ
ー

を
当
て
る
。
噛
ま
れ
た
場
合
は

１
、２
週
間
で
自
然
に
治
癒
す

る
た
め
特
に
治
療
は
必
要
な
い

が
、
気
に
な
る
場
合
は
ヒ
ド
ロ

コ
ル
チ
ゾ
ン
（
合
成
ス
テ
ロ
イ

ド
）
含
有
の
抗
炎
症
軟
膏
を
塗

る
。

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
症
感
染
者

Ｎ
Ｙ
州
で
約
４
０
０
人
に
拡
大
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国
語
の
授
業
で
、
友
達
の

こ
と
を
し
ょ
う
か
い
す
る
「
他

己
し
ょ
う
か
い
」
と
い
う
活

動
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
想

像
以
上
の
こ
と
が
広
が
っ
て

く
る
他
己
し
ょ
う
か
い
で
、

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
自
己
し
ょ
う

か
い
よ
り
大
変
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
己
し
ょ
う

か
い
は
自
分
の
こ
と
を
話
し

ま
す
が
、
他
己
し
ょ
う
か
い

で
は
下
調
べ
や
質
問
の
準
備

を
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
た
り
し
て
情
報
を
集
め

る
な
ど
、
友
達
の
こ
と
を
知

る
た
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
大
変
で
し
た
。
し
か

し
い
ざ
質
問
し
て
み
る
と
、

答
え
が
も
ら
え
て
楽
し
か
っ

た
し
、
今
ま
で
知
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
友
達
の
意
外

な
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ぼ
く
を
紹
介

し
て
く
れ
た
友
達
は
ど
ん
な

ふ
う
に
ぼ
く
の
こ
と
を
思
っ

て
く
れ
て
い
る
の
か
を
知
れ

た
こ
と
が
新
せ
ん
だ
っ
た
こ

と
で
す
。
他
の
人
か
ら
自
分

の
こ
と
を
聞
い
て
い
る
と
新

し
い
自
分
を
発
見
で
き
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
が
ぼ
く
は
「
も
の
を
作

る
こ
と
が
好
き
だ
」
と
し
ょ

う
か
い
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

自
分
で
は
そ
う
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

　

他
己
し
ょ
う
か
い
を
通
し

て
発
見
し
た
新
し
い
気
持
ち

や
新
し
い
自
分
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

僕
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

で
十
四
歳
以
下
の
S
N
S
使

用
を
禁
じ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も

た
ち
に
悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ

し
て
い
る
と
い
え
る
か
ら
で

す
。

　

S
N
S
は
、
世
界
中
の
人

が
利
用
し
て
い
る
た
め
、
そ

の
中
に
悪
が
ひ
そ
ん
で
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

悪
と
は
、
詐
欺
師
で
す
。
詐

欺
師
と
は
、
人
を
だ
ま
す
行

為
を
し
て
い
る
人
た
ち
で
、

と
て
も
悪
質
で
す
。
高
齢
者

を
中
心
に
だ
ま
し
ま
す
が
、

子
ど
も
で
あ
る
自
分
も
被
害

に
遭
っ
て
い
ま
す
。
S
N
S

で
見
つ
け
た
人
が
ゲ
ー
ム
内

の
強
い
ア
イ
テ
ム
を
持
っ
て

い
た
た
め
、
僕
は
ゲ
ー
ム
内

通
貨
と
の
交
換
を
持
ち
か
け

ま
し
た
。
そ
の
人
は
良
い
と

言
っ
た
の
で
す
が
、
同
時
に

物
を
わ
た
し
合
う
シ
ス
テ
ム

が
な
い
か
ら
先
に
わ
た
せ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、

素
直
に
わ
た
し
た
自
分
は
だ

ま
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
気

付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
相
手
は
去
っ
て
、
僕
に
約

束
の
物
を
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
詐
欺
師

は
警
戒
心
が
無
い
子
ど
も
た

ち
も
ね
ら
う
の
で
す
。

　

し
か
し
、
詐
欺
以
上
に
子

ど
も
に
直
接
悪
い
影
響
を
及

ぼ
す
の
は
、
S
N
S
を
使
い

す
ぎ
る
と
こ
ろ
で
す
。
使
い

す
ぎ
て
し
ま
う
の
は
、
八
割

の
子
ど
も
た
ち
が
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

僕
自
身
も
何
度
か
使
い
す
ぎ

を
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
母
に
何
回

も
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

「
S
N
S
を
N
Y
で
禁
じ

る
べ
き
か
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
　
蓮
次
朗

都
度
、
後
悔
し
て
い
ま
し
た
。

時
間
が
吸
い
取
ら
れ
、
目
も

悪
く
な
る
と
言
う
デ
メ
リ
ッ

ト
し
か
な
い
こ
と
を
し
て
い

た
と
い
う
事
実
に
懸
念
を
い

だ
い
て
い
ま
し
た
。
特
に
子

ど
も
た
ち
は
楽
し
い
こ
と
を

求
め
て
S
N
S
を
使
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
毎
日
の
よ
う

に
使
っ
て
、
自
分
た
ち
も
知

ら
な
い
う
ち
に
依
存
と
い
う

形
に
な
っ
て
結
果
的
に
や
り

す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
す
。
依

存
し
て
し
ま
え
ば
、
S
N
S

だ
け
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
思

考
を
持
ち
、
未
来
が
薄
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
子
ど

も
の
よ
う
な
早
い
段
階
で
依

存
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
未

来
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど

S
N
S
を
利
用
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

十
四
歳
以
下
の
S
N
S
使
用

を
禁
じ
る
し
か
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
S
N
S
は

便
利
だ
と
い
う
所
を
上
回
る

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
悪

影
響
と
危
険
性
を
持
っ
て
い

ま
す
。
幼
い
子
ど
も
の
知
識

が
浅
い
の
を
い
い
こ
と
に
行

う
犯
罪
な
ど
が
あ
る
た
め
、

あ
る
程
度
正
し
い
使
い
方
を

学
習
し
て
か
ら
使
う
の
が
適

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
S
N
S
の
十
四
歳
以
下

の
使
用
は
禁
じ
た
ほ
う
が
い

い
と
僕
は
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　   　
（
滞
米
７
年
）

の
ア
メ
リ
カ
の
体
験
は
、
将

来
に
大
き
く
役
立
つ
と
思
う
。

ま
た
、
英
語
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
他
の
色
々

な
国
へ
行
っ
て
も
さ
ら
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
日
本
語
が

通
じ
な
い
」
と
い
う
「
不
便

な
こ
と
」
の
お
か
げ
で
、
僕

は
英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
、
僕
が
「
便
利

に
な
り
す
ぎ
る
と
い
け
な
い
」

と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
AI
の
成
長
だ
。
AI
は
、

調
べ
物
な
ど
に
は
便
利
だ
が
、

人
間
が
AI
に
頼
り
す
ぎ
る
と
、

人
間
は
脳
を
使
わ
な
く
な
り
、

人
間
の
能
力
は
低
下
し
、
か
わ

り
に
、
人
間
に
頼
ら
れ
て
い

る
AI
は
、
新
し
い
こ
と
を
次
々

と
覚
え
、
成
長
し
て
し
ま
い
、

政
治
や
経
営
な
ど
、
人
間
が

で
き
る
こ
と
は
AI
も
全
て
で

き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
な
る
と
、
も
し
か
し

た
ら
、
映
画
な
ど
の
よ
う
に
、

人
間
が
AI
に
支
配
さ
れ
る
時

代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
僕
は
思
う
。
そ
の
た
め
、

AI
へ
の
頼
り
す
ぎ
に
は
注
意

し
た
方
が
良
い
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

「
不
便
」
に
も
良
い
面
が
あ
り
、

便
利
す
ぎ
る
と
成
長
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

僕
は
筆
者
の
意
見
に
賛
成
す

る
。
今
後
は
、「
不
便
」
と
い

う
事
を
「
悪
い
こ
と
」
と
だ

け
認
識
せ
ず
に
、「
不
便
」
だ

か
ら
こ
そ
、
何
か
の
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
前
向

き
に
生
き
よ
う
と
思
っ
た
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
２
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□
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「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
は
づ
き

　

み
な
さ
ん
は
よ
く
、
自
分

が
知
っ
て
い
る
こ
と
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
る

こ
と
が
違
う
こ
と
が
あ
り
、

ど
ち
ら
が
真
実
か
疑
問
に
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
も
同
じ
く
、
ど
れ
が
本
当

か
分
か
ら
ず
困
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
一
つ
の
経
験
か
ら
ど
う
す

れ
ば
本
当
の
事
実
か
見
極
め

る
方
法
を
見
つ
け
ま
し
た
。

そ
れ
を
今
か
ら
お
話
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
一
年
生
の
夏
休
み
の

リ
ポ
ー
ト
の
時
の
お
話
で
す
。

私
は
地
理
で
、
石
川
県
の
特

色
、
特
に
家
の
特
徴
に
つ
い

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ

る
サ
イ
ト
に
、「
石
川
県
の
家

は
雪
で
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う

に
屋
根
が
急
で
あ
る
。」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
は
そ
の
情
報
は
石
川
の
み

の
特
徴
で
は
な
い
と
思
い
、

他
の
本
や
サ
イ
ト
で
調
べ
て

み
る
と
、「
屋
根
の
傾
き
が
急

で
あ
る
」
と
い
う
の
は
雪
国

全
体
の
家
の
特
徴
だ
っ
た
の

で
す
。
も
し
、
こ
の
こ
と
を

う
呑
み
に
し
て
い
た
ら
、
私

は
こ
の
ま
ま
間
違
え
た
ま
ま

レ
ポ
ー
ト
に
書
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
は
こ
こ
か
ら

二
つ
学
び
ま
し
た
。
一
つ
目

は
、
あ
る
サ
イ
ト
に
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
本
当
か
分
か

ら
な
い
と
き
は
、「
他
の
サ
イ

ト
や
本
で
そ
の
情
報
が
正
し

い
か
確
か
め
る
こ
と
」。
二
つ

目
は
、「
他
の
方
向
や
視
点
か

ら
見
て
、
そ
の
情
報
だ
け
が

正
し
い
の
か
見
極
め
る
こ
と
」

が
調
べ
物
に
は
も
ち
ろ
ん
、

友
達
と
の
会
話
に
も
活
か
せ

る
と
考
え
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
二
つ
を
忘
れ
ず

に
、「
他
の
視
点
か
ら
考
え
て

み
る
」
こ
と
を
日
常
生
活
に

も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

こ
の
二
つ
を
使
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
他
の
方
向
や
視
点

か
ら
考
え
る
こ
と
で
、
新
し

い
発
見
が
あ
り
、
今
ま
で
ず

っ
と
疑
問
だ
っ
た
こ
と
を
解

決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
８
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　
『「
不
便
」
の
価
値
を
見
つ

め
直
す
』
の
筆
者
、
川
上
浩

司
氏
は
、「
便
利
」
と
い
う
の

は
よ
い
こ
と
で
あ
り
、「
不
便
」

と
い
う
の
は
悪
い
こ
と
で
あ

る
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、「
便

利
」
の
中
に
は
良
い
面
と
悪

い
面
が
あ
り
、「
不
便
」
の
中

に
も
良
い
面
と
悪
い
面
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

便
利
す
ぎ
て
出
会
え
な
か
っ

た
り
、
気
づ
け
な
か
っ
た
り

す
る
も
の
が
あ
り
、
不
便
だ

っ
た
お
か
げ
で
、
な
に
か
に

出
会
え
た
り
、
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
僕
は
こ
の
意
見
に
賛
成

す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
僕
も
ア

メ
リ
カ
に
来
て
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
体
験
し
た
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
の
体
験
と
い
う
の
は
、

言
語
だ
。
僕
は
、
海
外
は
日

本
語
が
通
じ
な
い
の
で
「
不

便
」と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

言
語
が
通
じ
な
い
苦
し
い
環

境
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら

す
の
は
嫌
だ
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
僕
の
唯
一
話
せ
る
言

語
で
あ
っ
た
日
本
語
が
通
じ

な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
英
語

の
上
達
に
つ
な
が
り
、
ア
メ

リ
カ
の
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。
こ

「新しい気持ち」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小５

　　　　　　　　　　　　　　寺井　瑠生　

「『不便』の可能性」
　　　　中部テネシー日本語補習校中１

　　　　　　　　　　　　　　板垣　慶仁　
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ウ
エ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

こ
こ
数
年
、
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
続
々
と
建
設
さ
れ
て

い
る
地
域
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
通
勤
者
か
ら
も
、
フ
ェ
リ
ー

で
10
分
足
ら
ず
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
39
丁

目
に
着
く
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
便
利
さ
が
い
ま
見
直
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
そ
ん
な
ウ
エ
ス
ト
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ

る
非
常
に
広
い
二
寝
室
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
、
バ
ル
コ
ニ
ー

付
き
で
、
浴
室
に
は
ジ
ャ
グ
ジ
ー
も
備
わ
っ
て
い
る
。
室
内

に
洗
濯
機
と
乾
燥
機

が
あ
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
い
つ
で
も

洗
濯
が
で
き
る
の
が

嬉
し
い
。
屋
外
に
は

プ
ー
ル
も
あ
り
、
夏

は
リ
ゾ
ー
ト
気
分
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

の
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
５
区
で
は
な

か
な
か
味
わ
え
な
い

利
点
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

家
賃
は
月
額

４
０
０
０
ド
ル
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
エ

リ
ア
の
家
賃
相
場
で

い
く
と
２
寝
室
な
ら
平
均
で
５
０
０
０
ド
ル
は
下
ら
な
い
こ

と
を
み
て
も
、
割
安
な
物
件
と
言
え
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

あ
れ
ば
、
ド
ア
マ
ン
の
い
る
ビ
ル
で
あ
れ
ば
さ
し
ず
め
ス
タ

ジ
オ
で
も
４
０
０
０
ド
ル
は
す
る
ご
時
世
。
ゆ
っ
た
り
と
し

た
ス
ペ
ー
ス
を
最
優
先
す
る
な
ら
お
得
物
件
だ
。
オ
ー
ナ
ー

は
、
売
却
も
視
野
に
い
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
車
が
あ
れ
ば
、

日
系
食
料
品
ス
ー
パ
ー
の
ミ
ツ
ワ
ま
で
15
分
の
便
利
さ
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
２
０
１
・
３
１
３
・
１
１
５
５
、

Ｅ
メ
ー
ル　

nj1@jonecorp.com  

矢
野
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・J .One

不
動
産
）

　
「
金
利
が
高
い
の
に
、
な
ぜ

家
の
値
段
は
下
が
ら
な
い
の
で

す
か
？
」
最
近
、
お
客
様
か
ら

最
も
多
く
い
た
だ
く
質
問
の
一

つ
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

金
利
が
上
昇
す
る
と
住
宅
購
入

者
が
減
り
、
不
動
産
価
格
は
下

落
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
で
は
そ
の
常
識
が
必
ず
し

も
当
て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
現
在
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
住
宅
市
場
は
、
依
然
と
し
て

売
り
手
優
位
の
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
人
気
エ
リ
ア
で
は
売

り
出
し
価
格
を
上
回
る
オ
フ
ァ

ー
が
入
り
、
ビ
デ
ィ
ン
グ
ウ
ォ

ー
（
競
争
入
札
）
が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
の
最
大
の
理
由
は
、
既
存

オ
ー
ナ
ー
の
売
り
控
え
に
よ

る
「
住
宅
供
給
不
足
」
で
す
。

２
０
２
２
年
以
前
の
超
低
金
利

時
代
に
住
宅
を
購
入
し
た
多
く

の
オ
ー
ナ
ー
は
、
現
在
2
〜
3

％
台
と
い
う
非
常
に
低
い
金
利

の
住
宅
ロ
ー
ン
を
抱
え
て
い
ま

す
。
も
し
今
売
却
し
て
新
し
い

住
宅
を
購
入
す
れ
ば
6
％
台
の

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
売
る
動

機
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。Clever Real Estate

の
調
査
で
は
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ

ー
世
代
の
61
％
が
「
自
宅
を
売

る
予
定
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と

回
答
、
ま
た
売
却
を
予
定
し
て

い
る
人
は
わ
ず
か
10
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、

市
場
に
は
買
い
た
い
人
が
い
る

の
に
、
売
り
た
い
人
が
少
な
い

と
い
う
状
況
が
続
い
て
い
る
の

で
す
。

　

加
え
て
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

で
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
か
ら
移
住
す
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
増
え
て
い
ま

す
。
広
い
ス
ペ
ー
ス
や
庭
付
き

の
住
宅
、
学
齢
期
の
子
を
持
つ

親
に
と
っ
て
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
の
魅
力
は
依
然
と
し
て
大

き
い
の
で
す
。
最
近
特
に
目
立

つ
の
は
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
の
学
校
入
学

制
度
の
変
更
に
よ
り
希
望
す
る

学
校
へ
進
学
で
き
る
保
証
が
や

や
不
透
明
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

郊
外
へ
移
住
す
る
、
と
い
う
ケ

ー
ス
で
す
。
全
米
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
高
校
の
あ
る
地
域
で
は
、

高
校
に
通
う
4
年
間
だ
け
住
宅

を
借
り
る
と
い
う
家
庭
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、

賃
貸
市
場
が
高
騰
、
家
賃
は
過

去
最
高
水
準
に
近
い
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
時
点
で
は

「
住
宅
供
給
不
足
」
と
「
根
強

い
需
要
」
と
い
う
二
つ
の
大
き

な
力
が
市
場
を
支
え
て
お
り
、

売
買
市
場
も
賃
貸
市
場
も
、
し

ば
ら
く
は
高
値
圏
で
推
移
す
る

可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
ま

す
。
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
も
、
売
却
を
考
え
て
い
る
方

も
、
今
後
の
金
利
動
向
と
在
庫

状
況
に
は
引
き
続
き
注
目
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
リ
ロ　

リ
ダ
ッ
ク
／
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
住
宅
部
）

金
利
が
高
い
の
に
住
宅
価
格
が
下
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
？

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
住
宅
市
場

バ
ル
コ
ニ
ー
付
き
の
２
寝
室
は
か
な
り
快
適

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:nj1@jonecorp.com
mailto:nj1@jonecorp.com
mailto:nj1@jonecorp.com
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こ
ん
に
ち
は
。
日
々
の
施
術

の
中
で「
目
が
す
っ
き
り
し
た
」

「
よ
く
見
え
る
気
が
す
る
」
と

い
っ
た
ご
感
想
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
頭
や
首
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
後
だ
け
で
な
く
、

水
素
吸
入
を
取
り
入
れ
た
後
に

も
、
同
様
の
変
化
を
感
じ
ら
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
視
力
そ

の
も
の
が
変
化
す
る
と
い
う
よ

り
も
、
目
の
状
態
が
整
う
こ
と

で
「
見
え
や
す
く
感
じ
る
」
可

能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
目
の

見
え
方
は
、視
力
だ
け
で
な
く
、

目
の
表
面
の
状
態
や
環
境
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

私
た
ち
の
目
の
表
面
は
涙
に

よ
っ
て
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
膜
が
安
定
し
て
い
る
と
、
く

っ
き
り
と
し
た
視
界
に
つ
な
が

り
ま
す
。
一
方
で
、
乾
燥
や
疲

労
に
よ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
と
、
ぼ
や
け
や
に
じ
み
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使

用
が
多
い
現
代
で
は
、
目
の
乾

燥
や
疲
労
を
感
じ
て
い
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
充
血
は
乾
燥
や
摩

擦
、
軽
い
炎
症
な
ど
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態

が
続
く
と
、
違
和
感
や
見
え
に

く
さ
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

水
素
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
抗
酸
化
や
炎
症
に
関
わ
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。
目
も
体
の
一
部
で
あ
り
、

日
々
の
環
境
や
体
調
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

体
全
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が

整
う
こ
と
で
結
果
と
し
て
目
の

状
態
に
も
変
化
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
や
血

流
の
変
化
に
よ
っ
て
、
目
の
周

り
の
緊
張
が
や
わ
ら
ぐ
と
、
見

え
方
が
軽
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日
常
で

も
起
こ
り
う
る
変
化
の
一
つ
で

す
。

　

大
切
な
の
は
「
何
か
を
変
え

る
」
こ
と
よ
り
も
、「
本
来
の

状
態
に
戻
す
」
と
い
う
視
点
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
目
も
ま

た
、
日
々
の
積
み
重
ね
の
中
で

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
左
右
さ
れ

る
繊
細
な
部
位
で
す
。

　

水
素
の
取
り
入
れ
方
に
つ
い

て
も
、
無
理
の
な
い
形
で
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ご
自
身
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ

け
て
い
く
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
快
適
な
状
態
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水
素

が
、
皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
静
か
に
整
え
る
選
択
肢

の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
56
）
目
の
見
え
方
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

　

Ｎ
Ｙ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ウ
エ
ー
は

今
夏
も
、
12
歳
以
下
の
フ
ェ
リ

ー
乗
船
が
無
料
に
な
る
サ
ー
ビ

ス
「
キ
ッ
ズ
・
ラ
イ
ド
・
ザ
・

フ
ェ
リ
ー
・
フ
リ
ー
・
オ
ー
ル
・

サ
マ
ー
」
を
開
始
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
〜
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
全
路
線
（
メ
ト
ロ

ノ
ー
ス
路
線
を
除
く
）
が
対
象

で
、
通
常
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し

た
大
人
ひ
と
り
あ
た
り
12
歳
以

下
の
子
供
２
人
ま
で
が
チ
ケ
ッ

ト
無
し
で
乗
船
で
き
、
フ
ェ
リ

ー
の
中
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

景
色
を
堪
能
で
き
る
。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
下
船
後
は
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
や
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
行
の
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
あ
る
た

め
、
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
や
博
物

館
、
美
術
館
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
観
劇
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

が
で
き
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
時
間
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.nywaterway.
com/app.aspx

で
ア
プ
リ
を

12
歳
以
下
は
フ
ェ
リ
ー
無
料

家
族
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
夏
を
満
喫 

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
ホ
ー
ボ

ー
ケ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
、
ウ
ィ
ー
ホ
ー
ケ
ン
、
エ
ッ

ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
サ
ウ
ス
ア
ン

ボ
イ
を
含
む
Ｎ
Ｊ
の
９
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
な
か
に
は
低

価
格
の
駐
車
場
、
サ
ウ
ス
ア
ン

ボ
イ
は
無
料
の
駐
車
場
を
利

用
で
き
る
。
同
サ
ー
ビ
ス
は

９
月
７
日
（
月
）
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.nywaterway.com
/

kidsridefreesummer.aspx

を
参
照
す
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
南
東
角
に
近
い
五
番

街
59
丁
目
周
辺
で
、
新
た
な
歩

行
者
専
用
広
場
が
完
成
し
、
7

月
3
日
に
正
式
オ
ー
プ
ン
し

た
。公
共
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
、

植
栽
に
加
え
、
パ
リ
発
の
老
舗

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
・
ベ
ー
カ
リ
ー

「
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
」
の
季
節

限
定
売
店
も
設
け
ら
れ
、
買
い

物
客
や
観
光
客
、
市
民
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
憩
い
の
空
間
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

整
備
を
進
め
た
の
は
、
五
番

街
46
丁
目
か
ら
61
丁
目
を
管
轄

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
改
善
地
区
の
フ

ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
。
64
人
が
利
用

で
き
る
特
注
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅

子
、
季
節
の
花
を
楽
し
め
る
大

型
プ
ラ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
。

　

五
番
街
59
丁
目
に

憩
い
の
広
場

ベ
ン
チ
や
カ
フ
ェ
備
え

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
https://qrco.de/bekbQo
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
https://www.nywaterway.com/kidsridefreesummer.aspx
https://www.nywaterway.com/app.aspx
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こ
ん
に
ち
は
！ 

ル
ー
ト
66

フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
７
月
も

後
半
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
各
地

で
は
夏
の
イ
ベ
ン
ト
シ
ー
ズ
ン

が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。
ル
ー

ト
66
も
１
０
０
周
年
イ
ヤ
ー
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
沿
線
各

地
で
は
記
念
企
画
や
イ
ベ
ン
ト

が
次
々
と
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
歴
史
あ
る

場
所
の
売
却
や
大
切
な
人
と
の

別
れ
な
ど
、
少
し
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
話
題
も
続

い
て
い
ま
す
。
祝
う
だ
け
で
は

な
く
、
ど
う
守
り
、
ど
う
次

の
世
代
へ
受
け
継
い
で
い
く

の
か
。
そ
ん
な
問
い
も
ま
た
、

１
０
０
周
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ

見
え
て
く
る
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
、
い
う
こ
と
で
今
月

も
、
ル
ー
ト
66
で
起
き
て
い
る

最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
お
届
け
す

る
シ
ー
ズ
ン
⑦
、
早
速
始
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
「
母
な
る
道
」
の
継
承

　

ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０
周
年

を
迎
え
、
各
地
で
記
念
企
画
や

イ
ベ
ン
ト
が
華
や
か
に
開
催
さ

れ
る
一
方
、
今
年
の
春
以
降
、

ル
ー
ト
66
沿
線
の
歴
史
あ
る
店

舗
や
施
設
が
相
次
い
で
売
り
に

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
リ
ノ
イ
州
ジ
ラ
ー
ド
で

は
「Doc’s Just Off  66

」
が

市
場
に
出
さ
れ
、
同
じ
イ
リ

ノ
イ
州
ス
タ
ン
ト
ン
周
辺
で

も
「DeCamp Station

」

や

「Henry’s Rabbit Ranch

」
が

新
し
い
所
有
者
を
探
し
て
い

ま
す
。
特
にHenry’s Rabbit 

Ranch

は
ル
ー
ト
66
ら
し
い
ユ

ニ
ー
ク
な
大
人
気
名
物
ス
ポ
ッ

ト
で
し
た
。

　

さ
ら
に
カ
ン
ザ
ス
州
バ
ク

ス
タ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
ス

の
「Ritz Theatre
」、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ニ
ー
ド
ル
ズ
の

「66 Motel

」
も
売
り
に
出
さ

れ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
名
物

「Clifton’s

」
は
再
開
を
断
念

し
て
閉
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
売
却
は
必
ず
し

も
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
所
有
者
に
よ
っ
て

再
び
人
が
集
ま
る
場
所
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

１
０
０
周
年
は
祝
う
だ
け
で
な

く
、
こ
う
し
た
沿
線
の
歴
史
や

文
化
を
、
誰
が
次
の
世
代
へ
受

け
継
い
で
い
く
の
か
を
考
え
る

節
目
で
も
あ
る
の
で
す
。

■Wagon Wheel

を
継
ぐ
灯

　

ミ
ズ
ー
リ
州
キ
ュ
ー
バ
の
名

宿
「W

agon W
heel Motel

」

に
も
、
大
き
な
節
目
が
訪
れ
ま

し
た
。
近
年
ま
で
オ
ー
ナ
ー
を

務
め
て
い
たConnie Echols

さ
ん
が
、
同
モ
ー
テ
ル
を

Rich Dinkela

氏
夫
妻
に
売
却

し
た
わ
ず
か
数
週
間
後
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

W
agon W

heel Motel

は
、

ル
ー
ト
66
で
も
最
古
の
モ
ー
テ

ル
の
ひ
と
つ
で
す
。
２
０
０
９

年
に
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た

Connie

さ
ん
は
、
建
物
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
旅
人
を
温
か

く
迎
え
る
「W

agon W
heel

ら
し
さ
」
そ
の
も
の
を
守
り
続

け
、
世
界
中
の
旅
行
者
に
愛
さ

れ
る
場
所
へ
育
て
ま
し
た
。

　

筆
者
に
と
っ
て
も
彼
女
は
、

単
な
る
有
名
モ
ー
テ
ル
の
オ
ー

ナ
ー
で
は
な
く
、
最
も
良
き
友

人
の
一
人
で
し
た
。
何
度
も
お

世
話
に
な
り
、
亡
く
な
る
わ
ず

か
１
か
月
ほ
ど
前
に
も
電
話
で

話
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

訪
問
し
て
再
会
す
る
た
び
に
、

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
た
こ
と
を
、
今
で
も

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
訃
報
の
シ
ョ
ッ
ク
は

大
き
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、W

agon 
W

heel

が
次
に
託
さ
れ
た
相

手
がRich Dinkela

氏
で
あ
っ

た
こ
と
に
は
、
少
し
救
わ
れ
る

思
い
も
あ
り
ま
す
。Missouri 

Route 66 Association

元
会

長
で
も
あ
る
彼
な
ら
、
こ
の
場

所
を
大
切
に
受
け
継
い
で
く
れ

る
で
し
ょ
う
。Connie

さ
ん

自
身
も
、「
次
の
１
０
０
年
を

と
て
も
良
い
手
に
託
さ
れ
る
」

と
記
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
女
が
も
う
あ
の
場
所
に
い

な
い
寂
し
さ
は
消
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、Connie

さ
ん
が

守
り
続
け
た
灯
が
次
の
世
代
へ

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。
彼
女
が
残
し

て
く
れ
た
温
か
い
記
憶
に
、
心

か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
世
界
初
のDairy Queen
、

復
活
へ

　

イ
リ
ノ
イ
州
ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト

で
は
、
１
９
４
０
年
に
世
界
初

のDairy Queen

が
誕
生
し
た

建
物
を
、
ル
ー
ト
66
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
と
し
て
復
活
さ
せ
る
計

画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

現

在

はJoliet Area 
Historical Museum

が

建

物
を
取
得
し
、
市
やDairy 

Queen

本
社
と
協
力
し
て
修
復

を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
６

年
の
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
、

訪
問
者
が
立
ち
寄
れ
る
新
た
な

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
る

予
定
で
、
世
界
に
６
８
０
０

店
以
上
を
展
開
す
るDairy 

Queen

の
原
点
が
、
ル
ー
ト

66
沿
い
で
再
び
注
目
さ
れ
る
と

い
う
の
は
、
明
る
い
１
０
０
周

年
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
す
。

■Route 66 Stadium

誕
生

　

ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
野
球
場「Ham-

mons Field

」
が
、
１
０
０
周

年
を
記
念
し
て
「Route 66 

Stadium

」
に
改
名
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。同
球
場
は
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
カ
ー
ジ
ナ
ル

ス
傘
下
の
２
Ａ
チ
ー
ム
の
本
拠

地
で
す
。

　

地
元
で
は
、
ル
ー
ト
66
を
観

光
や
地
域
振
興
の
柱
と
し
て
活

か
し
て
い
く
象
徴
的
な
取
り
組

み
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
し
い
名
称
で
の
公
式
戦

は
今
年
５
月
よ
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

■Bob Waldmire

の
１
０
０

周
年
Ｔ
シ
ャ
ツ

　

オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ル
ー
ト
66
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
０
０

周
年
公
式
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
、
故

Bob W
aldmire

氏
の
ア
ー
ト

ワ
ー
ク
を
採
用
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

Bob

は
細
密
な
ペ
ン
画
で
知

ら
れ
、
映
画
「
カ
ー
ズ
」
に
登

場
す
るFillmore

の
モ
デ
ル

に
も
な
っ
た
、
ル
ー
ト
66
を
代

表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人

で
す
。
１
９
８
９
年
に
描
い
た

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ル
ー
ト
66
の
作

品
が
今
回
使
用
さ
れ
、「
旅
は

今
も
続
い
て
い
る
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
１
０
０

周
年
を
彩
る
ア
イ
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

単
な
る
記
念
グ
ッ
ズ
で
は
な

く
、Bob

が
残
し
た
作
品
を
通

し
て
ル
ー
ト
66
の
歴
史
と
旅
の

精
神
を
伝
え
る
、
意
味
の
あ
る

選
択
だ
と
思
い
ま
す
。 

　

以
上
、
今
月
気
に
な
っ
た
話

題
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
華
や
か
な
１
０
０
周
年
の

話
題
の
中
に
も
、少
し
寂
し
く
、

そ
し
て
温
か
い
節
目
が
見
え
た

今
月
で
し
た
。
ま
た
次
号
で
、

ル
ー
ト
66
の
「
今
」
を
追
い
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
、
来
月
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
32
：
継
承
・
復
活
・
改
名 

そ
れ
ぞ
れ
の
節
目

　
東
京
都
美
術
館
開
館
１
０
０

周
年
記
念
と
し
て
開
催
さ
れ
て

い
る
「
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ

エ
ス
展
」
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。（
4
月
28
日
〜
7
月
5
日
、

そ
の
後
豊
田
市
美
術
館
、
あ
べ

の
ハ
ル
カ
ス
美
術
館
で
巡
回
）

　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
エ

ス
（Andrew Wueth; 1917-

2009

）
は
、第
二
次
世
界
大
戦

後
に
脚
光
を
浴
び
た
ア
メ
リ
カ

抽
象
表
現
主
義
、
ネ
オ
・
ダ
ダ
、

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
と
い
う
よ
う
な

動
向
か
ら
距
離
を
置
き
、
ひ
た

す
ら
自
分
の
身
近
な
人
々
と
風

景
を
描
き
続
け
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
お
り
、
作
家
自
身
の
精
神

世
界
が
反
映
さ
れ
た
作
品
が
多

い
の
が
特
徴
で
す
。

　
今
回
は
、
１
９
７
４
年
に
東

京
と
京
都
で
33
万
人
を
集
め

た
日
本
で
最
初
の
個
展
以
来
、

１
９
９
５
年
（
愛
知
県
美
術

館
ほ
か
）、
そ
し
て
２
０
０
８

〜
09
年
（Bunkamura The 

Museum

ほ
か
）
に
ワ
イ
エ
ス

の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
以

降
、
ワ
イ
エ
ス
没
後
初
の
日
本

開
催
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
１
９
９
０
年
に
当
時
池

袋
の
西
武
百
貨
店
に
あ
っ
た
セ

ゾ
ン
美
術
館
（
１
９
９
９
年
閉

館
）
で
開
催
さ
れ
た
「
ワ
イ
エ

ス
展
ー
ヘ
ル
ガ
」
で
衝
撃
を
受

け
て
、
ワ
イ
エ
ス
画
集
を
購
入

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

埼
玉
県
秩
父
市
に
あ
っ
た
加
藤

近
代
美
術
館
が
所
蔵
す
る
作
品

を
見
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
も
残
念
な
が
ら

２
０
０
２
年
に
閉
館
し
、
所
蔵

品
は
散
逸
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
エ
ス

は
、
自
宅
の
あ
る
生
地
チ
ャ
ッ

ズ
・
フ
ォ
ー
ド
と
別
荘
が
あ
る

メ
イ
ン
州
ク
ッ
シ
ン
グ
以
外
に

は
ほ
と
ん
ど
旅
行
も
せ
ず
、
作

品
の
多
く
は
そ
の
2
つ
の
場
所

の
風
景
と
、
そ
こ
で
暮
ら
す

人
々
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

滞
在
し
て
い
た
２
０
０
０
年
代

前
半
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

市
に
近
い
チ
ャ
ッ
ズ
・
フ
ォ
ー

ド
と
い
う
町
に
あ
る
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ワ
イ
ン
・
リ
バ
ー
美
術
館

（Brandywine Museum Of 
Art

）
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ワ
イ
ン

川
沿
い
の
土
手
の
上
に
建
つ
古

い
水
車
小
屋
を
改
増
築
し
た
4

階
建
て
の
建
物
で
、
１
９
７
１

年
の
開
館
で
す
。
4
階
に
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
エ
ス
の
テ
ン

ペ
ラ
画
、
水
彩
画
、
ド
ラ
イ
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
、
鉛
筆
画
な
ど
が
展

示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
3
階
は

ワ
イ
エ
ス
の
家
族
や
所
縁
の
画

家
た
ち
の
作
品
、
2
階
は
ワ
イ

エ
ス
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
や
ス

テ
ュ
ワ
ー
ト
、
ウ
ィ
ア
ー
等
の

作
品
、
1
階
は
ワ
イ
エ
ス
の
父

のN.C.

の
作
品
や
ハ
ワ
ー
ド
・

パ
イ
ル
の
作
品
が
展
示
し
て
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
変
わ
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、今
回
の
展
覧
会
で
は
、

埼
玉
県
朝
霞
市
に
あ
る
丸
森
芸

術
の
森
か
ら
借
用
し
て
い
る
作

品
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、
近
年

の
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
エ
ス
作

品
の
受
容
に
お
い
て
、
丸
森
芸

術
の
森
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
倉
庫
業
を
営

む
須
崎
勝
茂
氏
が
１
９
９
６
年

に
収
蔵
し
た
も
の
で
、
メ
イ
ン

州
の
オ
ル
ソ
ン
・
ハ
ウ
ス
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
水
彩
及
び
素
描

作
品
を
中
心
に
２
０
０
点
以
上

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
常
設
展
示
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
で
ワ

イ
エ
ス
の
拠
点
が
あ
る
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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EVENT
■ NYCレストランウィーク＝ 7/20～
8/16   市内各参加レストラン　市内数百
軒のレストランで特別価格のプリフィッ
クス・メニューが楽しめる年に 2回の美
食イベント。ランチやディナーのコース
が 30ドル、45ドル、60ドルの均一料金
でお得に体験できる。参加店のリストや
メニュー、予約は公式サイトから。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/
restaurant-week/
■ジャパニーズ・ヘリテージ・ナイト
＝ 7/24  Citi Field（（41 Seaver Way, 
Flushing,）NYメッツと LAドジャースの
試合をスイートから眺めるイベント。食
事、飲み物、お酒が提供されるほか、参
加者全員に限定ジャージがプレゼントさ
れる。試合は午後 7時から、試合後には
花火もある。参加費＄525
詳 細 は https://www.nipponclub.org/
event/celebrate-japanese-heritage-night
■マウントフジ「夏祭り」＝ 8/2　14:30 
NY州ヒルバーンの山の上にある巨大な
日本建築のレストランによる毎年恒例イ
ベント。有名シェフらが手がけるフード
コーナーや氷彫刻家の実演、日本のお祭
りゲーム、さまざまなパフォーマンスの
ほか、夜には幻想的なスカイランタンフェ
スティバルも実施。入場料：＄25、3～
10歳は＄18。
詳 細 は https://www.mtfujirestaurants.
com/
■ Shoppe Object＝ 8/2～ 8/4　Starrett-
Lehigh Building（11th Ave, 27th St.）ホー
ムデコ（インテリア雑貨）、デザインギフ
ト、ライフスタイル雑貨、ジュエリー、
アパレルなど、世界中から厳選された
850以上のインディペンデントで洗練さ
れたブランドが集まるデザイン系トレー
ドショー。詳細は https://shoppeobject.
com/new-york-city-show

THEATRE/DANCE 
■イントレピッド海上航空宇宙博物館の
無料映画上映会＝ 7月と 8月の最終金曜　
Pier 86（W 46th St and 12th Ave）上映
映画は、7/31『ナショナル・トレジャー
（National Treasure）』、8/28『アメリカ物
語 2/ファイベル西へ行く（An American 
Tail: Fievel Goes West）』。ハドソン川の
風に吹かれながら、船の甲板で夜景と映
画を同時に楽しめる夏の恒例イベント。

入場無料・予約不要だが混雑必至なので
早めの到着を推奨する。入場開始は18時、
映画は日没後にスタート。
詳 細 は https://intrepidmuseum.org/free-
movie-night-series
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝
8/23 ま で　Delacorte Theater in Central 
Park　後半の 7/25～ 8/23は、晩年のシェ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
作
曲
家
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
嶋

み
ぎ
わ
が
13
日
午
後
７
時
と

９
時
か
ら
名
門
ジ
ャ
ズ
ク
ラ

ブ
、
デ
ィ
ジ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
。
３
・
11

東
日
本
大
震
災
に
影
響
を
受
け

た
20
人
を
宮
嶋
が
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
、
米
国
の
ア
ー
ト
支
援
団

体
７
団
体
よ
り
支
援
を
受
け
な

が
ら
、
7
年
を
か
け
て
大
作
を

作
曲
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス

の
音
楽
家
、
役
者
と
と
も
に
公

演
を
行
う
一
晩
の
み
の
限
定
公

演
と
あ
っ
て
大
勢
の
フ
ァ
ン
が

詰
め
か
け
た
。
実
話
に
基
づ
く

ジ
ャ
ズ
公
演
と
い
う
人
間
の
ド

ラ
マ
を
ジ
ャ
ズ
で
描
い
た
稀
な

作
品
。
新
作
『Unbreakable 

Hope & Resilience

（
組
曲 

希
望
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）』
の

リ
リ
ー
ス
公
演
と
も
な
っ
た
。

　

宮
嶋
自
身
も
東
日
本
大
震
災

の
経
験
者
。
翌
年
国
費
で
Ｎ
Ｙ

に
音
楽
の
勉
強
に
来
た
。
そ
こ

で
見
た
も
の
は
、
多
く
の
日
本

人
が
祖
国
日
本
の
窮
状
に
募
金

活
動
す
る
姿
だ
っ
た
。
歌
手
Ａ

Ｋ
の
呼
び
か
け
で
10
年
間
続
け

た
「
ト
ギ
ャ
ザ
ー
３
・
11
」。

活
動
を
支
え
た
日
本
人
女
性
グ

ル
ー
プ
Ｊ
Ｐ
ガ
ー
ル
ズ
の
名
前

を
会
場
で
読
み
上
げ
た
宮
嶋
の

目
に
光
る
も
の
が
あ
っ
た
。

イクスピアによる悲劇と喜劇、そして赦
しと再生が混ざり合った独特な戯曲『冬
物語（The Winter’s Tale）』を上演する。
入場無料だが要チケット。
詳 細 は https://publictheater.org/free-
shakespeare-in-the-park

ART
■第 5回「Musabi展 2026」＝ 7/21～
25　noho M 55 gallery（548 W 28th St. 
Suite634）参加作家は、花房万紀子、ヘ
ンデル佳奈、平之内美穂、石田亜美、出
石薫、前原邦彦、百渓雅江、永田幸代、
奥村光也、奥村泰子、鈴木真梨子、田川
俊之、寺本好孝、上杉幹子、依田順子、
依田寿久、遊真 Mu篤子、大野廣子の
18人。オープニングレセプションは 23
日午後 6時から 8時。遊真 Mu篤子氏
による平和をテーマにしたパフォーマ
ンス「Song for Peace」も行われる。入
場無料。開廊時間は月～土曜の正午から
午後 6時。
詳細は www.55mercerstreetgallery.com
■ YUKAKO (由賀子 ) 個展「INTO THE 
FOREST, INTO THE SKY」＝ 7/23まで　
The International Center of CCCS（80 
Maiden Lane, 14F）「森林の中へ、空の
上へ」をテーマに、見る人がそれぞれの
絵画の物語の登場人物として入り込む
「想像的没入型展示会」。入場無料。開廊
時間は月～木曜の 11時から 16時。

宮
嶋
み
ぎ
わ
Ｎ
Ｙ
公
演

東
日
本
大
震
災
テ
ー
マ
に

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
で

晴
天
爽
や
か
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
北
海
道
ゆ

か
り
の
会
（
竹
田
勝
男
代
表
幹

事
）
は
10
日
、
夏
恒
例
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
大
会
を
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー
ク
で

開
催
し
、
45
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
爽
や
か
な
気
候
に

恵
ま
れ
、
終
日
快
晴
の
下
、
焼

き
と
う
も
ろ
こ
し
や
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
ト
モ
エ
フ
ー
ズ
に
特
注

し
た
ラ
ム
ス
ラ
イ
ス
薄
切
り
肉

に
自
家
製
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の

タ
レ
を
つ
け
て
懐
か
し
い
故
郷

の
味
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

北
海
道
の
食
は
、
海
産
物
も

ピ
カ
一
だ
が
、
焼
肉
、
ホ
ル
モ

ン
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
も
お
家
芸

の
定
番
。
ま
た
、
会
場
で
は
、

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
や
サ
ッ
ポ
ロ

一
番
の
ラ
ー
メ
ン
、
焼
そ
ば
も

併
せ
て
提
供
さ
れ
る
な
ど
、
故

郷
の
食
と
会
話
が「
そ
だ
ね
ー
」

と
弾
ん
だ
一
日
と
な
っ
た
。

東京ダウンタウン公演
    80年代日本のシティポップが大人気。
ブルックリンのレッドパビリオン（1241 
Flushing Ave.）で７月 24日（金）6:30PM
に開催。演奏者：クニ三上（ピアノ）田井
中千裕・伊東友子・ル子西野・有川久美子
（ボーカル）MJ姜 Kahng（ベース）荒砂真
也（ギター）ポン佐藤（ドラムス）チケット
は $19~$60　(https://www.viewcy.com/
event/tokyo_downtown_summe)

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
http://www.55mercerstreetgallery.com
https://www.nyctourism.com/restaurant-week/
https://www.nipponclub.org/event/celebrate-japanese-heritage-night
https://www.mtfujirestaurants.com/
https://shoppeobject.com/new-york-city-show
https://intrepidmuseum.org/free-movie-night-series
https://www.viewcy.com/event/tokyo_downtown_summe
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
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